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植
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策
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…

利
潤
の
輕
濟
的
及
び
道
徳

的
性

質

進
歩

か
退

歩

か

農
業
労
働
問

題

・

時

強
調

地

方
税
制
度

の
整
理
を
論
ず

・

脱

髄死

大
邸

の
令

市

に
就

い
て

雑

錦
跡

満

洲
に
於
け
ろ
支
那
商

店
の
帳
簿

・

肚
會
主
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の
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類
∵

・

独
逸
大
都

市
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増
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'
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田

嗣

郎
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大
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論

叢

第
十
三
雀

第
五
號

〔通
奮

ゼ
+
七
磐

大
正
十
年
十

一
月
獲
行

訓
言雨

蓋

●

租
税
に
於
げ
ろ
補
完
作
用

に
就
き
て

「

7

戸

正

雄

ラ

ラ

緒
言

(
一
本
研
究

の
目
的
二
説
述
の
順
序
)

く

く

ラ

ラ

ラ

第

一
段

租
税
補
完
作
用

の
意
義

(
.一
租
税
の
他
種
財

政
牧
人
に
封
ず
る
講
完
作
用

二
租
税
相
互
間
に
於
げ
る
補
宗
作
用
A
特
定

の
相
観
叉
に
税
部

〔

(

(

ラ
　

ラ

コ

な
補

完
税
ミ
濁
す
ろ
場
合

い
財
産
重
課
の
趣
旨

に
て
特
定
の
粉
々
所
得
税
の
補
完
税
芝
認
む

ろ
場
合

-
特

に
財
産
税
海
所
得
礎
の
補

完
税
ミ
い
ふ

(

(

　

ラ

ラ

場
合

2
牧
益
税
々
も
補
完
撹
ε
い
ふ
場
合

3
所
得
税

の
内
部
に
於
げ

る
財
産
所
得

の
重
率

の
賦

課
炬
』
補
完
税
こ
い
ふ
場
合
ろ
所
得

税
々
他

の
税

(

(

(

ラ

ラ

ラ

の
補

完
税
ミ
認
む
る
場
合

-
消
塑

税
の
補
完
税
ミ
い
ふ
場
合

2
他

の
取
得
税
の
補

完
税
こ
い
ふ
場
合
B
廣
く
各
種

の
租
税
相
互
間
に
補
完
作
用
行

(
.

(

(

ば
る
ピ
認
む
る
場
合
)

ラ

ラ

ラ

ラ

第
二
段

租
税
補
完
作
用

の
重
要

(
「
公
正
原
則
に
適

慶
す
ろ
上
に
て
A
給
付
能
力
原
則
に
適
慰
す
る
上
に
て

い
補
完
作
用
の
必
要
な

ろ
理
由

-
現

　
く

く

く
　

く

　
　

ラ

代
糧

濟
砒
會
覆

雑

毛

て
時
間
的
に
も
場
所
的
に
』
動
揺
太
し
き
も
の
な
る
こ
蓬

現
代
諸
国
に
於
け

る
租
税
需
要
の
頗

ろ
大
な

る
・
這

3
納

く

く

ヘラ
　

ラ

ラ

ラ

ラ

税
道
徳

の
未
だ
進
ま
ざ

ろ
こ
ピ
4
逋
税
に
關
ず
る
智

識
の
膿

み
居

る
こ
ε
5
租
税
技
術
の
未
熟
な

る
二
ε
ろ
補
完
作
用
の
能
否

-
不
利
の
酷

2
有

(

(

(

(

(

論

叢

租
税
に
於
け

る
補
完
作
用
に
就
音
て

第
十
三
巻

(
第
五
號

一
)

六

一
七

■

●

一一.一.一..、



(

論

叢

租
税
に
於
け

る
補
完
作
用
に
就
き
て

第
十
三
巻

(第
五
號

二
)

ゴ六

一
八

ラ

ラ

ラ

ラ

利
の
縞

利
鑑

別
加
勢

心
落

肇

・
に
於
て
に
財
政
的
原
則
藷

摩

る
上
・
函

雰

原
則
の
上
・
添

可
動
原
則
の
上
に
て
い
不
利

藷

響

利
・
富

籤

的
原
則
遠

攣

・
占

・
禦

利
の
濁

有
利
の
嵩

行
贅

則
に
纏

す
ろ
吉

・
管

少
諜

則
・
上
・
喬

便
宜
原
則

の
上
に
て
)

結
論
(全
文
の
要
旨
)

昏、

結

目

ラ【
曲
水
、
.租
硯
に
就
き
て
は
軍
視
論
が
あ
る
。
古
く
よ
り
あ
る
。
理
論
的
に
考

ふ
れ
ば
給
付
能
力
を
公
卒
に
捕
捉

(せ
ん
`
す
る
租
税
に
於
て
、
此
能
力
を
表
は
す
の
に
最
好
都
合
な
る

一
の
課
税
物
件
及
標
準
を
選
ん
で
凡

べ
て
の

租
税
需
要
を
充
た
せ
ば
簡
に
し
で
要
を
得

π
る
が
如
く
で
あ
る
。
そ
し
て
其
が
求
め
て
得
ら
れ
な
い
こ
ざ
は
な

い

や
う
で
も
あ
る
。
理
想
派

の
學
者
は
好

ん
で
之
を
高
調
し
、
彼
等
ご
共

に
半
可
通
な
る
實
際
家
も
動
も
す
れ
ば
之

に
雷
同
す
る
所

で
み
る
。
併
し
事
の
眞
相
實
罧
は
決
し
て
さ
う
で
は
な
く
、
夫
の
琶
時
の
如
く
租
税
需
要
の
簡
軍

で
経
済
事
情

の
胆
純
な
時
代
は
兎
に
角
、
今
日
の
重
な

る
國
々
の
如
く
租
税
に
封
ず

る
財
政
需
要
が
亘
大
で
め
り

経
済
界
の
複
雑
な
聴
代
に
は
、
・
到
底
軍
視
で
は
此
需
要
に
鷹
じ
叉
此
に
適
切
な
る
も
の
π
る
こ
ε
が
出
家
な

い
。

,

色
々
の
特
徴
あ
る
税
を
組
合
せ
で
補
完
作
用
を
獲
揮
ぜ
し
め
以
て
租
税
要
求
を
充

π
す
こ
ご
が
實
際
の
状
況
で
あ

り
理
論
も
が
之
を
認
め
て
居
る
。
斯
く

一
見
す
れ
ば
容
易
に
出
來
得

べ
き
が
如
き
軍

一
叉
は
簡
輩
視
が
實
際
出
來

得

べ
か
ら
す

ビ
い
ふ
こ
ε
は
、
理
論
上
興
味
あ
る
問
題

だ
る
を
失
は
な

い
。
そ
し
て
實
際
立
法
の
上

に
も
重
大
な



問

題
で
あ

る
。
敢

て

一
文
を
作

っ
て
之
を
研
究
す

る
所

以

で
あ

る
。

二
本

丈
説
述

の
順
序

こ
し

て
は
、
先

づ
租
税

の
補
完

作
用

の
意

義
本
質

を

明
か
に
し
、

(を
各
方
面

よ
り
誘

か
　

ε
思

ふ
.'

次
ぎ
に
其
重
要
な
る
所
以

第

一
段

租
税
補
完
作
用
の
意
義

一
租
挽
の
他
種
財
政
.牧
人
に
封
ず

る
補
完
作
用
-

軍
に
租
税
の
補
完
作
用
ε
い
へ
ば
、
租
税
が
諸
の
財
政
牧
人

の
中
に
就

い
て
、
他
種
収
入
例
之
官
業
官
有
財
産
牧
人
等
に
て
充
た
す
能
は
ざ
る
所
を
補
足
す

る
ご
い
ふ
こ
`
を
.

も
意
味
し
得

る
。
併
し
其

は
暫
ら
く
茄
に
問
題
外
ξ
す
る
。
で
此
に
鳳
各
種
の
租
税
相
互
の
間
の
補
完
作
用

に
つ

き
て
述

べ
や
う
ε
思
ふ
o

ラ二
相
椀
相
互
間
に
於
け
る
補
完
作
用

A
特
定
の
租
税
叉
は
税
部
を
補
完
枇

ε
補
す

る
場
合
一

租
税
相
互
の
間
の
補
完
作
用
に
っ
き
て
も
、
特
に
或

税
叉
は
税
部
を
補
完
税
ピ
い
ふ
場
合
が
あ
る
。
即
ち
特
定
の
視
を
以
て
他
の
特
定
の
稔
に
饗
し
て
補
完
作
用
を
寫

す
ξ
認
む
お
こ
ざ
が
あ
る
。
其

に
も
色
々
の
場
合
が
あ
る
。
先
づ

うい
財
産
重
課

の
趣
旨

に
て
特
定
の
税
を
所
得
挽
の
補
完
視
ε
認
む
る
場
合
一

が
め
b
、
就
中
、

(

1
特
に
財
産
視
を
以
て
所
得
税
の
補
完
視
だ
い
ふ
場
合
1

が
あ
る
。
此
は
現
に
入
の
知

る
如
ズ
普
國
に

論

叢

粗
漉
に
於
け

る
補
完
作
用
に
就
き
て

第
十
三
巻

(
第
五
號

三
)

六

一
九

唄

・

㌦一一.



論

叢

租
税
に
於
け
る
補
完
作
用
に
就
き
て

第
十
三
巻

(第
五
號

四
)

六
二
〇

.
て
財
産
視

の

こ
ε
を
補
完

視

ε
い
ふ
て
居

り
、
別

名
が

む

し
ろ
本
名

に

さ

へ
な

っ
て
居

る
。
其

趣
旨
は
圭

ε
し

て

は
所
得

税
て

ふ
中

.沿
視

に
謝

し
、
特

に
財
産

重
課

の
短

め
に
其
足
ち

ざ

る
所

を
補

ふ
ε

い
ふ
事

に
あ
る
。

そ
し

て

理
論

上
も
確

か
に
其

に
慣
値

を
認
め
得

る
(註

こ
。
.

(註
隔
)

ヘ
ッ
ケ
ル
は
曰
く
財
産
税
は
補
完
税
ピ
し
て
特
段
な
る
租
税
形
式
に
侯
っ
て
、
.有
墓
所
得
心
勢
働
所
得
エ
リ
も

】暦
強
く
課
税
す
る
こ
ピ

に
用
立
つ
こ
ξ
為
得
ミ
。

2
財
産
視
の
み
な
ら
す
牧
金
椀
を
も
所
得
税
の
補
完
挽

ε
い
ふ
場
合
1

も
あ
る
。
其
趣
旨
は
矢
張
り
右

(

財
産
視

に
就

き

い

へ
る
ご
同

で
あ

る
(註
二
)

'

お

(註
=
)

例
之
ア
イ
ス
チ
ン
グ
ば
・
一
般
所
得
税
の
補
完
ε
し
て
に
・
唯
だ
牧
各
税
叉
は
財
産
税
が
役
立
つ
ご
ざ
な
得
遭
い
ふ
て
居
ろ
。

ラ3
財
産
税

股
益
税

の
み
な

ら
す
所
得

税
の
肉

離

ζ
於
け

る
動
勢
所
得

に
比

七
て
財
産
所

得

の
重
牽

の
賦
課

(

を
も
補
完
課
税
ε
籍
す
射
合
一

帥
ち
濁
立
の
視
の
み
.な
ら
す
、
所
得
税
の
内
部
に
於
け

る
重
課
を
以
て
均
し
く

前

ご

同

趣

旨

に

於

て

の

補

完

課

税

の

一
形

式

ε

す

る

こ

ε

が

あ

る

〔註
三
)
。

〔註

筥
)

例
之
ー
ブ
イ

ス
チ

ン
グ
に
別

の
慮

に
て
、
補
完

課
税
の
形
式

ξ
し
て
は
、

一
般
所
得
税

の
範
園

に
於

て
の
財
産
所
得
の
重
課
ぞL
特
別
税

に

む

依
る
財
産

の
重
課
ミ
の
二
の
主
た
ろ
方
法
が
あ
囚
、
そ
し
て
後
者
に
て
は
或
に
財
産
税
に
よ
り

.
或
に
取
益
税
に
よ
る
ε
い
ふ
て
居
る
。

うろ
所
得
税
を
他
の
視
の
補
完
視
`
認
む
る
場
合
1

が
あ
る
。
此
は
前

の
場
合
ε
は
趣
旨
が
別
異
で
あ

っ
て

(

他
視
の
肢
入
の
足
ら
ざ
る
所
を
補
ひ
叉
は
他
椀
が
公
卒
課
税
上
不
満
足
の
黙
あ
ろ
を
輔
ふ
ε
い
ふ
に
め
る
.
尤
も
.

い
の
場
合

に
て
も
財
産
重
課

の
み
の
趣
旨
で
は
な
く
、
唯
だ
其
が
主
だ
る
目
的
亡
い
ふ
の
み
で
あ
り
、
其
に
所
得

(

-

1)
2)
3)

Heckel,Lehrbuch.r.S.20g,

Fuisting,Grundzugeder.Steuerlehre,S.94・

Fuisヒing,a.a.O.S・354・

,

「

.



税

牧
入

の
不
足

を
補

ふ
ご

い
ふ
趣

旨

も
加

は
b
得

る
こ

ε

い
ふ
ま

守
も
な

い
。
倍

て
又
庇

に

い
ふ
所

得

税
を
他

視

の
神
出兀
挽

ε

い
ふ
場
合
に
更

に
二
通

幌
あ
る
。、

1
消
費
税
の
補
完
視
こ
い
ふ
場
A
ロー

其
は
例
之

ニ
ソ
チ
の
如
き
が
使

っ
た
。
彼
ば
人
税
を
消
費
税
の
補

(

の

完

挽

ε

い
ふ
陀
。

ラ

.

2
他
の
牧
得
税

の
補
完

視
ざ

い
ふ
場
合
-

此

は

ヘ
ツ
ケ

ル
が
現

に
使

っ
て
居

る
〔註
四
)。

、
(註
四
)

ヘ
ソ
〃
ル
は
曰
く
、
所
得
税
の
地
位
は

、
取
得
税
の
其
他

の
形
式

の
も

の
の
補
完
で
あ
る
。
前
者
が
後
者
な
、
箇
別
纒
濟

の
箇

々
的
事
情

の

の
度

に
懸

じ

て
完

成
す

ろ
こ

ざ

に
依
り

て
黙

り

ε
。

　B
廣
く
各
種
の
租
税
相
互
の
問
に
補
完
作
用
行
は
る
ピ
認
む
る
場
合

i

前

に
翠
ぐ
る
の
は
、
或
特
定
視
を
他

(
の
特
定
視
の
補
完

ε
寫
す
の
で
あ
る
が
、
斯
く
局
限
せ
す
に
、廣
く
凡

べ
て
の
椀
の
間

に
補
完
作
用
が
行
は
る
ε
認

む
る
こ
ε
が
あ
る
。
此

が
租
税
禮
系
問
題

の
上
に
は
援
軍
璽
で
あ

っ
て
、
私
の
此

に
秤

に
論
じ
や
う

ご
い
ふ
の
も

實

に
此

に
在
る
。
其
意
味
は
、

一
税

の
敏
黙
を
他
椀
の
特
徴

に
よ
り
補

ひ
、
斯
く
て
諦
視
の
間

に
相
互
に
補
完
し

て
租
税
禮
系
を
完
成
せ
し
め
や
う
、
叉
之
を
完
成
せ
し
む
る
こ
ご
が
出
來
る
こ
い
ふ
に
あ
る
。詳
し
く
い

へ
ば
今
日

の
財
政
経
済
及
肚
會
事
情
の
下
に
於
て
は
到
底
如
何

に
理
想
的
公
尋
な
る

　
税
を
以
て
し
て
も
給
付
能
力
を
漏
れ

な
ヌ
叉
適
切
に
捕
捉
す

る
こ
ご
を
得
の
甕
五
)。
然
る
に
各
税
に
は
給
付
能
力
を
捕
捉
す

る
に
於
て
其

漁
に
特
徴
が

あ
る
か
ら
、
之
を
適
當

に
組
合
せ
て
補
完
さ
せ
や
う
。
即
ち
所
得
税
が
幾
ら
更

い
税
で
あ
っ
て
も
、
此

ご
て
も
漏

論

叢

租
醗
に
於
げ
る
補
完
作
用
に
就
き
て

第
十
三
巻

(第
五
號

五
)

六
二
一

■

4)N「itti,princjPes.P.3」6.

5)Heckel,a.a.O.S.2q].

'

國.



.

サ

論

叢

租
税
に
於
け

ろ
補
完
作
用

に
就
業

第
+
三
巻

〔第
五
號

さ

六
二
一
一

れ
な
く
適

切
に
能

力
を
捕

捉
す

る
こ
ざ
が
出
来
す

、
少

か
ら
ず
耽

れ

る
も

の
が
生
す

る
。
其
を
者

の
源

よ
り

し
て

岐
盆

の
擧

げ
ら

る

、
所

に
て
押

さ

へ
、
更

ら

に
財

産

を
所
有
す

る
所

に
て
.押

さ

へ
、
交
通
消
費

事
實

を
も
押

さ

へ

て
捕

捉

し
や
う

、
其
に

て
補
完

せ
し

め
や

う
、
又
差
等

課

税
上
所

得
税

の
み
に
て
不
満

足
な
所

を
も
多

少
は
補
充

、

し
や
う

ε

い
ふ

こ
ご
が
最
主
た

る
趣
旨

で
あ

る
が
、
同

塒

に
叉

}
視

に
て
は
到
底

今
日

の
大

な
財
政

需
要
を
充

た

し
難

い
か
ら
、
他
視
に
て
其
缺
陥
を
補
は
う
ε
い
ふ
こ
ε
も
あ
り
、
共
も
が
前
書

殆
ん
ご
並
行
す
る
位
長

い

も
の
で
あ
り
・
.そ
し
て
・
経
済
界
爵

す
る
歴
迫
、
人
民
の
孕

る
厄
介
、
政
府
の
被
む
・
多
費
等
に
つ
き
て
は

多
数
挽
の
結
果
多
少
不
利
な
る
観
黙
も
み
る
が
、
併
し
其
導
も
艮
島

々
考
ふ
れ
ば
大
し
た
も
の
で
は
?

、
彼

の
補
完
作
用
の
重
要
を
動
か
す

に
足
ら
な
い
。
又
歴
迫
や
厄
介

に
つ
い
て
は
軍
挽
の
場
A
口
の
重
き
其
を
他
視
に
よ

り
綾
布

し
補
完
す

る
ε
い
ふ
こ
ε
も

あ
る
コ

そ
し

て
有
補
完

作
用
を
學
者

が
解

、に
就

い
て
は
.
補

完

ε

い
ふ
詞

を
用
み
る
も
あ
れ
ば
、
或
は
之
を
用

の
す
し
て
唯
だ
其
意
味

の
重
要
を
認
む
る
も
少
く
な

い
。
或
は
ひ
ろ
く
諸
税

相
互
間
の
補
完
作
用
を
説
く
し
あ
れ
ば
「
或
は
直
接
税
間
接
視
の
間
、
或
は
直
接
税
消
費
税
の
問
、
或
は
直
接
税

交
通
税
の
間

の
其
を
説
匙

あ
る
が
、
其
意
義
叉
は
趣
旨
は
大
禮
古
い
ふ
所
の
如
冬

あ
る
(註
⊥ハ)。

の

(註
五
)

前
論
衣
、
所
得
税
の
弱
貼
参
照
。

僑
ほ
・
ス
タ
イ

・
は
之
に
つ
ミ

昏
種
の
勢

あ

繋

に
到
達

す
ろ
爲
め

置

、
人
ば
所
得
其
も
の
が
蟹

に
計
算
し
各

課
税
し
得

ろ
所
の

蓬

の
確
固
た
る
限
界
あ

ろ
隆

で
な

い
ポ
い
ふ
・
・是

明
だ

し
な
け
れ
ば
な
島

・・
い
ひ
、

〒

ベ
ル
陸

、
軍

=

般
所
得
税
に
犬

が

冒
頭

エ
リ
の
所
得

の
決
定
な
行
ば
・γ
こ
思

へ
ば
、
其
評
定
官
騰

に
於
て
到
底

仮
定
す

る
・.、ε
の
出
来
ざ

る
如
斗
、箇
別
縄
演
の
智
識
な
前
提
す
ろ
ピ

、
6)本 論叢一ト…三巻 四 號 、

・

,



い
ひ
.
更

に
租
税
の
給
付
に
単

一
所
得
税
に
て
ぱ
勘
定
に
入
札
ら

る
能
は
ざ
る
公
正
の
種

汐
な

る
根
糠

に
基
く
ミ

い
ひ
・
ボ
ル
グ
ト
も
輩

㎜
所
得

税
は
所
得
及
共
謀
税
す

べ
き

給
付
能
力
な
凡

べ
て
の
私
縄
濟

F
於
て
同

一
の
精
密
、
完
全
及
信
頼
す
う
に
足

る
ご
ざ
潜
以
て
確
冠
す

ろ
の
不
可
能

に
よ
り
失
敗
す

ぐ㌧
い
ひ
、
ボ
ー
リ

ュ
ー
も
、
各
国
の
纏
験
に
依
れ
ば
、
単

一
直
接
税
は
凡
べ
て
の
小
所
得
な
課
す

る
こ
ピ
困
難
で
あ

っ
て
、
中
大

所
得

も
亦
た
之
が
非
常

に
軽
易
で
な
σ
れ
ば

「
部
諭
脱
す
る
。
-

国
家
の
必
墨
の
太

い
ミ
き

に
、
輩

一
税
の
制
定
に
反
謝
で
ろ
第

「
位
の
理
由

の
他

の
も
程

、
毒

傘

叢

る
二
・・
羅

封

朱

可
能
な

、
・
で
あ

・
。
凡
.一、
て
の
繋

一
部
蓮

く
べ
か
ら
誕

不
傘

存
も

9

」
い
㍉

(註

六

)

今

諸

家

の
眈

々

分
類
し

て

示

す
で

あ
ら

う
。

ラ0̀
廣

く
諦

観

の
問

の
補
完

・存
説
く

も

の

1
1

例

之

、

ヘ
ッ

ケ
ル
に
各

種

の
醗

の
避

く

べ

か
ら

ざ

ろ
訣

鮎

々
他

の
形

の
税

に
於
げ

ろ
補

完

作
用

に
よ
り

て
早

塗

し
以
.て

一
の
調
和

的
建

設

物

に
纏

め
ら

る

う
が
如

く

に
制
定

す

べ
き

も

の
で
あ

る
己

い

ひ
、

パ

z
テ
ー

ブ

ル
ば

、
而早
暁

の
危
険

は

此
が
如
何

鋳

妙

に
測
定

さ
れ
た
に
し
て
も
、
所
得
に
適
婁

比
例
的
た
ろ
こ
・・
が
出
撃

し
買

値

の
麗

馨

た

ろ
資
本
叉
呈

出
の
行
は

れ
た
場
合

ご
同
様

重
大
な
る
も
の
で
わ

ろ
。
異

っ
た
税
の
結
合
に
よ

つ
て
、
誤
が
或

も
の
に
て
に
小
な

る
こ
ご
が
出
來

、
且

つ
恐
ら
く
ば
他

の
税

の
作
用

に
よ

つ
て
補
償
脅.る

べ
世
で
め
ろ
。
併
し
軍

硯
で
に
斯

か
ろ
矯
正
の
像
地
に
な

い
。
経
験
に

一
見
完
全
に
公
竿
な
る
脱
が
、
實
際
に
ば
其

作
用

に
於
て
頗

ろ
不
公
牛
な

み
べ
音

こ
ミ
為
示
す
。
述
脱
ざ
不
正
申
告
ε
は
最
良
く
制
定
さ
れ
た
所
得
税
の
公
挙
々
破

ろ
こ
守」
を
得

る
{
い
ひ
、

瀞
ー

リ
ユ
ー
に
色

々
の
税
の
各
の
税
率
の
藷
粥

に
避

く
べ
か
ら
ざ
る
談
が
、
全
く
同

一
の
租
脱
義
務
者

に
重
く
な

ろ
こ
ぐ」は
殆
ん
ご
不
可
能
で
あ

　

る
。

続

量

り

て
過
重
最

ら
れ
れ
者
11
、
恐
ら
く
に
他

の
者

に
よ

っ
て
寛
恕
さ

ろ
・
こ
ミ

な
ろ
で
あ
ら
う
・
凡
て
が
相
寄
り
て
均
禦

生

す
ろ
射
重
こ
な

ろ
で
あ
ら
、・
こ
い
ひ
、
淑
ル
グ
ト
ば

、
現
在
す
ろ
給
付
能
力
の
上
に
租
税
員
櫓

の
出
来

み
だ
け
公
平
な
ろ
分
配
を

相
互
の
補
完

に
よ
り
全
艦

に
於
て
適
雷

ド
齎
ら
で
爲
め
に
、
歴
更
的

ド
成
育
し
た
る
事
情

に
慮
じ
て
通
常
な

る
租
税
の
艦

系
あ
.ろ
結
合
な
要

す
こ
爲
』

了

ン
は
所
得
税
の
全

所
任
務
に
西
に
所
得

佑
大
ざ
々
確
定
ユ
う
の
み
な
ら
す
ゴ
各
箇
の
義
務
者
の
全
需
要
に
封
搾
ろ
所
得

の
關
係
為
も
確
定

す
ろ
こ

♂
で
あ
ろ
。
然
る
に

所
得
標
準

の
領
地
的
な

ろ
こ
守」
が
、
箇
人
的
生
活
方
法
の
結
果
た

ろ
各
筒
の
相
貌
能
力

の
洞
察
海
許
さ
な

い
。
之
々
知
ら
ん

が
爲

め
に
租
税
立
替

所
得

選

外

匡
、
他

の
租
税
形
式

に
寧

ろ
所
の
補
完
の
澤
山
毒

す

・・
駕
し
・

・
ン
ラ
ー
ド
に
所
得
確
知

の
困
難
の
爲

め
に
、
「輩

「
の

一
般
所
得
税

に
よ
り
て
目
的
為
達
す
る
こ
と
に
不
可
能
で
あ

ろ
此
に
於
て
か
む
し

ろ
互
に
補

完
し
同

一
の
物
膣

為
種

セ
の
方
面
よ

論

叢

租
税
に
於
け
る
補

完
作
用
に
就
き
イ、

第
十

三
巻

(第
五
號

七
)

大

二
三

Stein,Lehrbucb・5Au臼 ・1ト 五 .S.495.Eheberg,Fw .,gAufl.S,
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論

叡

租
税
に
於
け
る
補
完

作
用

に
就
き
て

第
+
三
巻

(第
五
號

入
)

六
二
四

り
藻

芸

所
の
租
税
の
繋

葎

・
必
要
寛

ξ

一

な
を

い
受

罫

・
占

租
税
糞

落

加
乳

ば
す
・
唾

、、
分
業
及
財
雰

配
が
多
様
復
讐

な
れ
ば
な
る
ほ
こ
、
再

愈
妄

動

民
舞

的
道
義
的
及
行
政
的
原
則
が
課
税
に
於
て
標
警

し
て
認
め
ら
ろ
』
…

浸

れ
ば
な
る
ほ
ざ
、
租
税
艦
系

に
・
益

々
事

賢
上
、
夫
の
三
方
面

(攻
落

、
琳
産
、
消
費
税
)
に
成
形
す
る
こ
ε
、
な

る
ぐ、
い
ひ
、

ロ
ッ
シ
ァ
ー
に

娼
何
な

る
税
も
輩
濁

に
て
ば
完
全
で
な

い
か
ら
、
全
租
税
艦

系
の
判
断

に
於
イ、
11
、
常

に
如
何
な
ろ
度
に
於
て
其
各
部
の
不
完
全
が
互

に
補
完
さ

ろ
＼
幕

間
蟻

け
れ
ば
な
島

・
.即
ち

一
種
よ
り
不
均
衡
的
に
高
く
婁

ら
を

所
の
国
民
元
素
が
他
の
税
曇

り
相
當
に
低
,
、婁

ら
ろ
」

か
禽

に
な
く
て
に
な
ら

碧

い
ひ
・
〒

.ベ
ル
温

雅

あ
・
賦
課
が
、
全

租
税
攻
入
電

一
税
で
齎
ら
さ
ろ
.へ
.・、虜
で
は
、
此
姦

多
種
中

の

三

義

に
を

ミ

あ

も
全
く
異

っ
重

く
な

熟

あ
ら
ミ

い
ひ
、

・
ッ
サ
も
人
に
叢

撃

・-
成

る
所

の
繋

に
毒

て
、
賢
墜

の

叉
に
名
義
上
㊨
峡
鮎
あ
ろ
翠

一
税
の
映
貼
心
避
け
ん
こ
す
ざ

い
ふ
。

助
直
接
税
間
接
税
間

の
補
完
な
説
く
も
の
1

前
之

・
シ
エ
フ
レ
ー
に
箇
別
化
し
た

る
補
完
的
且

つ
臨
時
的
な
乃
特
別
税
〔間
接
税
)
が
其
補
完
視

く重

て
直
接
馨

要
す
き

註

・恰
か
』
直
接
税
蒲

完
饗

し
て
騎

羅

簡
撹

溝

琴

・
の
高

で
あ
・
。
一
の
繊

に
器

に
て
に

純
粋
且
つ
完
全
に
に
働
か
な
い
。
此
故
に
も
種
種
の
瞠
系
あ
ろ
多
様
、
租
穐
艦
系
が
必
要

で
め

ろ
。
賢

に
消
壷
税
及
其
他
の
特
別
税
は

一
般
直
接

撃

強
奪

し
妻

芸

・婆

喜

多
あ

喬

の
毒

抄

し
な
い
。俳
し
或
全
高

領

霜

當
に
貢
警

、
む
、
.
然
る
置

按

腹

税

蛙

股
塩

努

無

撃

・
・
そ
し
養

葉

全
く
各
蟹

鍍

な
・
警

に
攣

る
こ
暮

妨
、・。
反
響

塑

及
交
羅

が
補
完
税
.、し

義

援
陵

惜

用
立
つ
こ
差

響

・讐

の
綱
・
　

て
多
あ

所
得
財
産
、昊

の
動
壼

・
絶

す
ぺ
か
・
ざ
ゑ

な
も
3

漏
れ
ろ
。

直
接

税
に
よ
り
て
貢
櫓

に
來
ら
ざ

る
租
税
力
が
凡
べ
て
清
費
及
交
通
税
に
て
課
税
ぜ
ら
ろ
う
。盤
及
住
居
税
ば
直
接
人
税

ピ
し
て
働
昏
、庸

ろ
。
少
く

ミ
も
此
葺

き
人
得

て
代
ら
れ
ざ
臭

け
で
に
・
壷

鐙

充
た
す
。
相
纏

其
他
の
交
通
書

、
雛

脅

各

不
均
要

る
所
得
及
財
産

「
婁

補
完

し
塾

す
ろ
霧

ろ
ミ

い
ひ
・
・
イ

・
チ

・
グ
は
相
撃

数
多
な
ろ
こ
蕊

毒

て
、
各
税
に
必
然
件

ふ
所
の
不
完
全
が
大

に
制
限

ぜ

ら
る
ろ
。
一

公
正
原
則
に
從

っ
て
成
形
さ
る
る
租
税
盟
系

ド
て
、
人
的
給
付
能
ヵ

に
よ

ろ
課
税

の
要
求
な
實
現
す
べ
寄
、租
税
形
式
が
直
接
税
で
、

人
的

給
付
能
力

に
適
塁

・
唯
だ
離

の

一
撃

い
童

求

の
み
先

た
さ
ん
手

・
も
の
が
間
接
税
で
あ
ろ
。
一

、霧

磐

間
接
税
ざ
ば
二

の
相
吾

全
く
異

つ
誼

羅

系

の
塊
議

し
・

一
方

に
爵

て
馨

し
め
ざ
自

酌
が
他

の
あ

に
て
其
充
塞

見
出
す
が
如
く
菱

吾

補

343.BeaulieU,8)H。。k,1,。.・.0.S.・5・.B・qt・b1・,P・bli・ 費・・n・e・3・d・P・

S.Y6.Conrad,

し瀧 黛 ・;驚 ・幕:S・纏ln爵s蹴'Fw.11.S. 516.Ro%cher,

Cossa,Grundr-S

y,・ 。md.Fw.5A・H.1.S.3・3・Eh・be・g・ ・…0・S・181・

」

「



ト

「

完
す
べ
き
も

の
で
あ

ろ
ミ
い
ひ
、
パ
リ

ユ
T
ば
入
が

一
般
財
産
叉
に
所
得
税
の
適
用

な

一
瞬
確
實
に
す
ろ
爲
め
に
之
起
分
割
し
な
く

て
に
な
ら

掩

こ
ご
か
唱

へ
た
の
み
な
ら
T
・
所
得
の
表
象

`
し
て
特
に
明
瞭

な
る
支
出
な
捕

へ
た
。
享
樂
品

税
、
消
豊
品
税
及
多
鍛

の
行
爲
醗
に
關
係
者

の
財

産
の
表
示
ε
し
て
考

へ
ら
れ
た
る
或
支
出

の
上

の
税
℃
あ
る
。
国
民
に
捨
て
道
義
及
正
義
原
則
の
魔
境
の
爲
め

に
向
げ
ら
れ
た
ろ
盟
⊥

税

に
代

へ

ら
れ
、た
所
の
右
の
匪

々
た
ろ
税
の
多
鍛
に
、
轡

に
所
得
の
全
瞠
た
直
接

に
見
出
す

ご
ざ
の
不
可
能
の
爲
め
に
財
務
立
法

に
引
入
乱
ら
れ
た
の
み
な

ら
ず

、
徴
攻

の
或
方
法

(間
接

税
)
に
件
ふ
政
治
及
縄
濟

上
の
利
益
の
爲
め
に
引
入
れ
ら
れ
た
こ
い
ひ
、
フ
ナ
ッ
ケ
ば
牧
益
税
ε
所
得

税
こ
を
調
和

的
統

一
に
集
成
し
た
る
異
く
完
成
し
た
ろ
租
税
禮
系

(彼

の
凋
特

の
考
)
催
正
常

の
事
情

の
下

に
ば
合
理
的
に
測
定

さ
れ
た

る
画
家
需
要

に
躍
で

ゐ

々
得

ろ
。
併
し
實
際

に
に
此
繰
件
た
飲
く
の
故

に
・
此
租
税
艦
系
を
消
費
税
交
掻
視
(及
財
産
税
)
に
よ
り
て
補
完
す
る
、
、
ξ
が
避
・
、
べ
か
ら
す

ご

助

爲
す
。
允
も
彼
は
此
補
完
な
完
全
な
も
の
こ
11
認
め
て
居
ら
繊
。

3
直
接
税
ミ
消
費
税
亡
の
間
の
補

完
な
説
く
も
の
一

例
之
、

ニ
ソ
チ
ば
間
接
種
即
ち
漕
聲
税
は
所
得

賦
課
の
方
法
な
阻
ハふ
る
が
爲

め
に
必
要
で

くあ
ろ
の
み
な
ら
ず
、
吾

人
の
豫
算
の
必
要
達
す
る
大
な

ら
牧
人
な
可
能
な
ら
し
む
る
。
兎
に
角
眞

に
多
取
的
の
も

の
で
あ
ろ
。
此
間
接
税
が
豫

算

の
土
豪
な
成
し
て
補
完
さ
る
み
必
要

な
も

つ
。
此
が
人
税

に
よ
71
で
、補
完
さ
う
る
q
諸
国
に
て
人
税
が
補
完
税
の
作
用
な
爲
す
こ
い
ひ
、

バ
ス
テ

ー
ブ

ル
も
直
接

税
の
…物
鮎
11
間
接

税
り
長
所
で
あ
ろ
。
一

直
接
税
の
自
ら
生
ヂ
る
困
難
(
}
部
は
技
術
的
で

「
部
に
政
治
的
)
か
避
く

ろ
爲
め

に

)
.

r

.

10

は

一
般

に
消
費
税
心
採
用
し
な
く

て
に
な
ら

ぬ
ミ
い
ふ
。

ラ4
直
接
税

ε
交
通
税
ミ
の
間
の
補
完
奄
説
く
も

の
一

例
之
、

ヘ
ツ
ケ

ル
に
・
所
得

の
成
形
の
爲
め
に
に
相
野
的

に
確
定
し
た
る
偵
額

の
痩
化

・

く不
動
産
の
移
轄
、
種

々
な
種
類

の
財
産

の
交
易
導
が
重
要
で
あ
る
。
他
方

に
ば
叉

、
瞥
利
生
産

に
關

係
ば
み

う
が

、
牧
需
税
財
産
税
の
賦
課
に
現

に
れ
す
所
得

の
成
立
「
て
も
捕
捉

さ
れ
ざ
る
牧
人
が
あ

る
。
此
等

の
元
素
の
機
能
為
不
考
慮

ミ
す
れ
ば
、
其
は

一
の
認
識
す
べ
き
峡

昭
旧為
示
す

ミ

い
ひ
、
バ
ス
テ
!
プ
ル
に
交
通
税
に

一
の
從
猛
的
の
財
源

ミ
し
て
、
唯
穏
か
な
る
度

に
て
及
圭

乏
し
て
財
政

に
於
け
ろ
峡
隅
な
補
完
す
る
目
的

に

て
の
み
適
用
さ
る
憶
こ
ミ
が
希
望

す
べ
き
で
あ
る
。
一

一
部
は
特
別
な

ろ
勤
務

に
封
ず
ろ
手
職
料

ピ
し
て

一
部
ば
他

の
方
法

に
於

け
る
秘
の
其

相
當
な
ろ
分
前
た
免
う
る
が
如
き
富

の
形
式
海
捕
捉
す
る
も
の
ε
し
て
、
及
直
接
税
に
於
け

ろ
報
告

の
正
賞

に
つ
き
て
の
貴

重
な

る
資
料
ん
供
す

m

る
も

の
ε
し
て
・
此
が
攻
入
の
従
た
る
方
便
ミ
し
て
縷
く
べ
き
貫
き
理
由
な
有
す

る
こ
い
ふ
。

論

叢

租
税

に
於
げ

る
補
完
作
用
に
就
看
て
.

第
十
三
巻

(
第
五
號

九
)

六

二
五

9)

10)

11)

issd.Fw.S.T35.

Sch註f且e,SLeuern.A.T、S.349.Fui$ting,a.乱.0.S.17.22.23.Parieu,

Trait6desirnp6ts.zed.1.p.48-g.Vocke,Fw,S.355ff.

Nitti,1.c.P.316・Bastab】e,1・c・P・352・357・.

Heckel,a.a,0.S.2【2.Bastable,].c.p.356.
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論

叢

租
税

に
於
け
る
補
完
作
用

障
就
き
て

第

十
】二
婁
質

(
蜜
柑五
賄
御

一
〇
)

占
ハ
ニ
山ハ

・

第

二

段

租
.税

補

完

作

用

の

重

要

.吾
人
は
有
終
の
意
義

に
於
け

畜
租
税
相
互
の
補
完
作
用
の
利
用
ε
い
「ふ
こ
ε
に
特
別
の
重
要
を
認
む
る
も
の
で

あ
る
。
其
は
此
が
今
日
の
文
明
國
の
租
税
制
度
叉
は
龍
系

の
基
礎
に
な

る
か
ら
で
あ
る
。
租
税
艦
系
は
實
に
此
作

用
を
利
用
す

る
も

の
に
外
な
ら
な
い
。
合
此
作
肘
の
重
要
な
る
所
以
を
分
讃

し
や
う
。

一
公
正
原
則
に
適
臆
す
る
上
に
て

く

　幻
給
付
能
力
原
則
に
適
慮
す
る
上
に
,て
i

凡
そ

一
団
の
租
税
は
給
付
能
力
原
則
に
適
恋
す

る
こ
ざ
を
最
要
の

く
條
件

ε
す

る
が
、
其
の
薦
め
に
は
租
税
は
唯

一
つ
の
み
で
は
駄
目
で
、
例
之
.
所
得
税
の
如
き
で
も
不
満
足
で
あ

・リ
、
相
當
に
色

々
の
視
を
組
合
せ
て
補
完
作
用
を
獲
揮
せ
し
む
る
を
要
す
る
。
帥
ち
給
付
能
力
を
公
雫
に
完
全
に

捕
捉
す
る
爲

め
に
は
他
の
諸
の
特
徴
あ
る
税
を
設
く
る
こ
ε
を
要
す

る
。

・

の
然
ら
ば
何
が
故
に
斯
の
如
き
必
要
あ
り
ゃ
、
何
が
故
三

撃

て
は
右
の
機
能
を
+
分
極

挿
し
得
ざ
る

(
.

か
ご
い
ふ
ご
、
其

に
は
先

づ

り
現
代
経
済
肚
會
の
複
雑
に
し
て
時
間
的
に
も
場
所
的
に
も
動
揺
の
太
し
き
も
の
な
る
こ
ε
一

を

擧
げ

く

な
一
て

は
な
ら

灘
。
.夫

の
昔
時

の
如
一

、
圭

ε
し
て
狭

き
地
域
内

に
て
寧

ろ
自
給

的
な

る
農
業
を

瞥
み

た
る
聴

代

、

に
は
、
人

々
の
経
済

上

の
地

位

叉
は
力

は
極

め
て
簡

単

明
瞭
で
あ

っ
て
、.
甲
乙
丙
丁

の
間

の
力

の
相

違

は
例

之
、

.



■

彼
等
の
耕
す
所

の
土
地
、
其
も
土
地

の
品
等
の
差

の
少
き
時
な
れ
ば
軍
に
其
面
積

ε
か
、
成
年
男
女
の
敷

の
如
き

に
て
定
ま
哨
、
極
粗
な
る
形
に
於
け
る
地
租
の
み
ご
か
、
叉
は
其
に
人
頭
税
ε
か
位
の

一
こ
の
視
に
て
略
ぼ
公
雫

に
近
き
視
た
る
こ
ε
を
得
た
の
で
み
る
(註
七
)。
然

る
に
脛
濟
が
進
歩
し
て
、
今
日
の
程
度
に
な
る
ご
、
人
々
の
経

済
上
の
力
の
差
等
.が
非
常
に
太
く
な
る
。
大
富
豪

・し
貧
乏
人
ε
の
間
に
は
力
に
於

て
無
数

の
等
差
あ
る
人
々
が
あ

屠る
。
共
職
業
叉
は
生
業
の
種
類
も
雑
多
で
あ

っ
て
、
決
し
て

一
様
で
な

い
。
特
に
又

一
人
に
し
て
数
多

の
事
業
に

關
保
し
て
居
る
者
、も
あ
る
。
而
か
も
其
交
渉
す

る
所
、
他
人
に
及
び
、
他
人
ε
の
間

に
込
入
り
た
る
組
合
共
同
關

係
な
る
が
あ
れ
ば
、
費
買
貸
借
助
成

の
關
係
な
る
が
あ
り
、
其
或
も

の
は
内
密
の
關
係
で
あ
り
、
亘
る
所
の
範
圃

は
他
地
方
外
國
に
も
及
び
、
共
も
固
定
し
て
居
ら
す
、
昨
日
の
盛
な
り
し
も
の
今
日
は
衰
微

し
、
今
日
衰

へ
た
る

も
の
明
日
は
盛
り
返
し
、
或
は
表
面
上
立
涙
で
も
内
裡
は
大
に
困

っ
て
居
り
、
或
は
表
向
き
質
素
で
も
内
面
硲
禰

な
る
が
あ
り
、
物
を
萱

っ
て
も
必
ず
し
も
儲
け
る
ξ
は
隈
ら
ず

、
損
し
て
費

る
こ
ε
も
あ
り
、
損
し
た

ξ
思

っ
た

.
の
が
、
其
が
上
皇

に
な

っ
て
叉
.大
儲
け
に
も
な
ゲ
得
る
。
此
間

に
或
入
の
所
得
如
何
、
給
付
能
力
如
何
を
精
密
に

定
め
る
こ
ε
は
太
だ
難

い
(証
人
)。
此
場
合
各
人
の
給
付
能
力
の
基
礎
ピ
し
て
は
所
得
に
重
き
を
置
き
鳥
而
も
各
人

の
自
己
申
告

に
依
る
外
な

い
が
内
併
し
此
の
み
に
て
は
到
底
安

一6
が
出
來
す
、
其
以
外
外
部
に
於
け
る
調
査
も
必

要
ε
ば
る
。
然
も
其
が
完
全
な
る
を
得
な
い
か
ら
勢
ひ
面
倒
で
め
つ
て
も
、
或
は
元
に
行
き
て
財
産
慣
格

に
て
捕

捉
し
.
或
は
別
に
表
現
的
な
る
(註
九
)
牧
盆
を
捕
捉
し
、

其
他
、

交
通
事
實
ε
か
消
費
事
實
ε
か
を
捕

へ
て
、
所

論

叢

租
税
に
無
げ
る
補
完
作
用
に
就
き
て

第
十
三
巻

(第
五
號

一
一
)
.
六
二
七

「



●

論

叢

租
税
に
於
け
ろ
補
完
作
用
に
就
き
て

第
十
三
巻

(第
五
號

]
二
)

六
二
八

得

に
て
は
捕

捉

し
難

き
も

の
を
捕
捉

し
て
補
完
す

る
外

な

き

こ
巴
ε
な

る
。
特

に
夫

の
愛
轄
極

ま
り
な

き
給
付
能

力
の
推

移

に
追
随

す

る
短

め
に
は

、
是
非

ε
も
所

得
税

著

い
ふ
如

き
固
定

的

の
も

の
で
な
く
、
交

通
税
や
消
費

税

の
如

き
箇

々
の
出
家

事
を
捕

ふ
む
も

の
を
借

る
を
要
す

る

こ
ご
エ
な

る
甕

一
Q
)。
其

に
色

々
の
視
が
め

る
ε

い
ふ

こ
ε
は
、
蕾

に
捕

捉
上

に

都
合
良

き
の
み

な
ら
す

、
差

等
課
税
を

　
層

完
全

に
す

る

に
も

都
合

良

き
黙
も

あ
り

(註

=

)。

比
熱

に
於
て
も
諸
税
間

の
補
完
作

用
が
存
す

る
。

(註
七
)

ワ
グ
ナ
ー
に
租
税
艦
系
な
此
等
の
税
(収
得
、
財
産
、
使
用
税
)
.
巾
・の
単
な
る
一
に
、
　特
に
攻
得
叉
ば
使
用
税
に
限
ろ
、、
ε
ば
、
此
に
囲
す

ろ
諸
税
が
滴
一嘗
に
罰
定
ぜ
ら
ろ
』
ご
き
に
に
考
ふ
べ
か
ら
ざ
る
事
で
に
な
い
。
實
際
に
も
不
可
能
で
に
な
い
。
現
に
歴
史
に
次
の
事
な
一不
す
。
即

ち
小
な
ろ
租
税
需
要
に
捨
て
及
簡
単
な
る
経
済
及
法
制
事
情
の
下
に
、
随
ふ
て
】般
に
暫
時
に
於
て
に
、
租
税
膿
系
が
實
際
此
種
の
も
の
に
制
限

一

ぜ
ら
れ
れ
こ
ε
々
示
す

こ
い
ひ
ー
ウ

ン
プ

エ
ン
バ
ッ

ハ
は
原
始
的
国
民
縄
澗
状
態

の
條
件
な
鉄
け
ば
猷
く
ほ
こ
輩

「
醗
の
見
込

1ま
小

い
ξ
い
ひ
、

切

幽
ロ
ソ

シ
ア
ー
も
議
達
し
た
る
国
民
纒
濟

に
て
に
盤
り

に
簡
翠
な

る
租
税
艦
系
は
其
厭
　迫
が
頗
る
不
平
等
定
な

る
と
い
ふ
。

(註
八
)

ス
タ
イ

ン
は
所
得
成
立

の
運
動
は
非
常

に
多
様
で
叉
其
内
容
及
成
果

に
於
て
非
常

に
婁
化
し
、
人
が
之
存
十
分
明
瞭

ド
自
畳
し
叉
は
数
的

に
計
算
し
得

る
の
は
唯
極
稀

で
あ
み
宣
い
ひ
、

ニ
ソ
チ
ー1
生
産
の
形
式
は
複
雑
で
、
産
業

の
活
動
は
多
様
で
あ
り
、
富

の
運
動
ば
激
烈
な
み
な
以

て

一
般
及
単

一
な

る
如
何
な

ゐ
机
も
が
、
財
政
制
度

ド
重
要
な
ゐ
二
大
性
質

た
る
平
等

ピ

　
般

ε
な
有

つ
こ
ぜ㌧
な
得

祖
。
如
何

に
し
て
公
共
團
盟

が
斯
く
多
繋

る
所
得
海
測
定
し
・
里

税

に
依
り

て
凡
べ
て
σ
所
得
を
課
税
し
得

る
や
ε

い
ひ
、
雫

リ

〒

11
近
世
肚
會

に
て
ば
樂

の
多

へ

き　

襟
、
財
産
の
不
確
實
、
商

工
業
の
臓
達
の
爲
め
に
、
人
々
の
多
鍛
存
し
て
其

所
得
の
實
額
な
隙
医
す
る
こ
ぜ」
な
大

に
容
易
に
し
た
ε

い
ふ
。

葡
ぽ
前
掲
註
五
参
照

ド

へ

(註

九
)

ヘ
ツ
ク
ル
は
曰
く
、
牧
益
税
で
-工
租
税
技
術
上
の
方
法
は
推
測
的

の
攻
得
炬
税
し

や
う

ε
し

、
而
て
て
平
均
及
外
形
標
準
に
結
付
く
ご
い

助ふ
。

12)
13)
14)

Wagner,a.a.O.S.5【6.Umpfenbach,Pw.S.182.

Stein,a.a.0.S,496.Nitti,1.c・P・3【4・BeauUeし1・

TIecke】,a.a.0,.S.206.

Roscher,a.a,

1.c.p.187.

0,S.317.

.
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9

(註

一
〇
)

ヘ
ッ
ケ
ル
は
輩

一
税
に
に

、
租
税
頁
櫓

の
分
配

、
即
ち
、
所
得
の
大

さ
及
種

々
な

ろ
源

〔箇
別
纒
・濟

の
全
所
得

の
因

て
出

つ
る
所
の
)
の

鍵
韓
に
断

へ
す
追

跡
す

ゐ
・
、
ε
に
於
げ
ろ
租
税
技
術
上
の
困
難
が
あ
ろ
こ
い
ひ
、

=
」

ン
は
今
日

の
生
活

の
可
動
的
な
ろ
こ
ミ
が
、
人
が
公
共
費

措
に
任
ぜ
し
む
ろ
、
ミ

な
卑

糧

に
係
ら
し
め
ん
こ
す

る
ご
音
に
、
租
税
力

の
澤
山
の
も
の
な
正
當
且

っ
適

當
時

に
捕
捉
す
る
こ
ピ
旭
不
可
能
ご

・

す
を

い
ふ
困
難

齎
ら
奮

い
ひ
、
〒

ベ
ル
・
は
里

所
得
税
で
一・
箇

人
的
鐙

解
す

る
所
得
事
情

に
常

に
追
跡

す
る
、
b
三

つ
き
殆
ん
ご

靭

打
勝

つ
べ
か
ら
ざ
る
困
難

に
仙洞
付
く

こ
い
ふ
。

(註

一
一
)

ヘ
ツ
ク

ル
は
之
に

つ
春
、
財
産
税
の
補
完
作
用
に
、
所
得
が
資
本
及
労
働

の
共
力
よ
り
生
ず
ろ
盧

に
全
く
特

に
現
は

ろ
ε
い
ひ
・
ロ
ッ

ソ
に
人
1工
船
付
能

力
の
標
準

に
よ
ろ
畢

]
税
ミ
し
て
の
所
得
税
に
次

の
如
春
根
糠
あ

る
非
…雑
な
爲

丁
。
即
ち
此
税
が
精
密

に
賦
課
ぜ
ら
れ

て
も
、

労
働
に
基
く
所
得

ざ
財
捷

に
基
く
所
得
ご
の
異
り
た

る
給
付
能
力
為
十
分
胚
刑
し
な

い
。
随
ふ
て
石
基

所
得

の
源
に
か
津
ろ
他

の
税

に
よ
り
て
の

ロ

補
完
な
要
す

ろ
ε

い
ふ
。
其
他
私
の
考
で
ば
財
産
税
に
所
得
税
の
行
ふ
能
11

ざ
る
礎
質
的
所
得
重
課
な
も
行

ひ
得

ろ
。

ラ2
現
代
.諸
国
に
於
け
る
租
税
需
要
の
頗

る
人
な
る
こ
ピ
f

亦
セ
諸
税
並
び
行
は
れ
て
、
給
付
能
力
捕
捉

(

を
行

は
し
む
る
の
必
要
を
盤
す

る

一
原
因

で
あ

る
。
若

も
暫
時

の
如

く
租
視
需
要

が
極

小
で
あ

れ
ば

、
人
民

に
於

て
も

一
視

の
下
に
そ

ん
な
.に
大

し
て
遣

視

し
ゃ
う

ご
は

せ
漁
(註

=
一)。
け
れ
こ
も
今
日

の
如

く
租
税
需
要

が
太

い

・
、
軍

需

の
下
箕

糞

高
一
な

っ
て
之
を
通
脱
し
や
・暑

い
ふ
念
の
刺
戟
す

…

慕

大

で
な
け
れ
ば
な
ら

鳳
。

(註
≡

}其

れ

で
此

重
き
負
澹

を
数
多

の
視

に
分
割

し

て
負
擢

せ
し
む

る

こ
ご
に
依

り
て
此

刺
戟

を
薄

か
ら

し

め
な
く

て
は
な
ら

鳳
。
特

に
凡

㎡、
て

の
税

に
は
何
等

か

の
敏
黙
を
も

つ
を
免

れ
な
.い
の
に
、
其

が
輕

税

の
間

は
著

し
き
も

の
で
も
な

い
が
、
重
く

な
れ
ば
な

る
ほ
ざ
著

し

く
其

が
現
は

れ
て
堪

へ
難

く
な

る
。
重

き
租

税
需
要

を
凡

べ
て

の

一
税

工
て
充
た
す

こ
ε
.に
な
れ
ば
不
公
雫

が
此

に
偏

重
す

る
こ
ご
に
な

る
(註
一
四
)。
此

が
藪

税

に
分
配

さ

論

叢

租
税
に
於
げ
ろ
補
完
作
用
に
就
告
て

第
+
三
巻

(第
五
號

=
二)

山ハ
二
九

15)
16)

Heckel,a,a.0.S.J.coup,a.a,O.S.3【6.
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隔

論

叢

租
税
に
於
け
る
補
完
作
用
に
就
き
て

第
+
三
巻

(第
五
號

西

)

⊥八三
Q
.

る
れ
ば
其

者

が
輕

い
か
ら
選

へ
ら
れ

る
こ
ε
が
出
家

る
。

(註
一
=
)

前
出
註
七
フ
グ
ナ
ー
.の
詞
参
照

(註
三

)

。
ッ
ツ
に
雇

所
得
醤

ば
・
此
が
公
世

謬

ら
れ
な
・
で
誉

・
富
者
が
碧

ん
ε
・
・
だ
け
・
査

、
釜

・
緊

澱

q
最

大
の
非
難
が
爲
さ
ろ
乃
・
而
・
て
醒

・
馨

、輩

・
層

棄

所
場

趣

ら
る
ミ

・・
響

矯
聖

る
…
、
定
職
ろ
ピ
・
・
.エ

(註

西

)
.
。
ッ
置

曰
く
・
霧

が
高
け
れ
ば
璽

ほ
・
不
公
蒙

愈
多

く
肇

ら
れ
且
つ
堪
ゆ
.へ
か
ら
ざ
ろ
、・己
妥

・
。
自
ら
雁

多
少

.

難

が
あ
っ
て
も
肩

輕
藪

多
の
毬

其
凡
べ
で
・
難

著

す
車

・
非
常
量

き
税
・
り
五

鼎
小
漢

意

・
・
二

ふ
。

助

納
悪

徳

の
発

進

き

る
・
`
1

含

の
人
践

の
ぞ

が
租
馨

つ
畠

凍

る
だ
け
忌
避

嘉

し

く

こ
の
心
情
を
有

つ
・
嘉

、
又

一
視
に
て
は
租
税
需
要
が
充
π
さ
れ
す
、
敷
視
を
し
て
互
に
補
完
せ
し
む
"。
を
必

要
ε
す
る
理
由
ε
な
る
。
若
も
人

々
が
凡

べ
て
進

ん
で
税
を
負
据
す
る
を
辞

せ
ざ
る
の
態
度
を
示
す

な
ら
ば
、
如

何
に
経
済
界
が
複
雑
で
め

つ
て
も
叉
税
額
が
亘
大
で
あ

っ
て
も
、
所
.得
税
の
み
に
て
少
を

も
略
ぽ
完
全
な
公
季

に
近

い
も
の
が
行
は
れ
得
や
う
。
勿
論
其

は
略
ぽ
完
全
で
.
飽
迄
も
眞
の
完
全
で
は
な

い
。
複
雑
且

っ
攣
動
的
な

所
得
は
所
得
婁

け
.で
は
到
底
公
歪

擁

し
鑑
さ
れ
な
い
。
併
し
其
は
兎
に
碧

し
、
如
何
に
租
税
道
養

、激

青
し
、
如
何
に
租
税
制
度
を
完
全
に
し
、
制
裁
を
厳
重
に
し
て
も
、
多
く
の
人
に
於
て
租
税
を
出
來
る
だ
け
出
す

ま
.じ
成
る
だ
け
少
く
出

し
た
し
と
の
念
慮

の
強
烈
な
る
以
上
は
、
所
得
税
に
て
は
到
底
完
全
に
給
付
能
力
を
捕
捉

す
る
こ
ε
は
出
水

温
。

一
視
に
よ
b
曙
ぽ
完
全
に
給
付
能
力
を
捕
捉
す

る
の
に
は
、
義
務
者

一
般
に
非
常

に
大
な

聾

心
が
?

て
は
出
來
な
い
・
`
で
㌘

、
其
は
會

の
瓶
會

に
は
望
み
難

℃

、
重

あ
る
垂

五
)。
而
し
て

17)Lotz,a,F・.0.S.z56・

18)Lotz,a.a.o.s.255・



レ

〆

其

の
彼

等

か
租
税
を
避
け

ん
ε
す

る
の

ば
、
現
代

の
脛

濟
組
織

の
基

調
た
る
箇

人
主

義
利
己
心

に
基

く

の
で
已
む

を
得

ざ

る
所

で
あ

る
(註
工
C
。

之
を
抑

制
し
て
利
己

心
獲

動
の
鯨
地
な

き
肚
會
を
作

る
こ
ご
も
想
像

せ
ら

る

る
が

其
場
合

果

し
て
望
ま

し
き
脛
濟

上

の
獲

達

の
期

し
得

ら

る
る
や

に
疑

あ
る
の
み
な
ら
す

、
斯
く

て
は
租
税
其

も

の

の
存
在

を
滅
却

せ
し
め

る
こ
ε
こ
な
る
の
散

に
、
吾

人
.は
遺
憾

乍
ら

法
制
上

の
懲
罰

制
裁

ご
肚

會
道
義

上
の
訓
育

ご
に
よ
り

て
出

來
得

る
だ

け
其

鑑
.用
を
制
す

る
こ
ε

に
て
甘

ん
ず

る
外

は
な

い
。
併

し
其

は
到
底
十

分
な
効

果
を

期
す

る
を
得

ぬ
か
ら

、
省
進

ん
で
粗
粉

制
度
上
色

々

の
支
持
黙

を
捕

へ
て
異
種

の
税

を
作
り

、
.以

て
逋
税

の
出
來

難

い
や
う

に
す

る
よ
り
外

な

い
。
即

ち
所

得
税

ε
い

弘

一
穐
な
.れ
ば
,
其
物

件
が
純
新
得

で
あ

る
か
ら

、
皆
際

に

所
得
が

あ

っ
て
.も
、
所

得
者

に
道
義
心

が
乏

し
け
れ

ば
、
純
所
得

が
な

か

っ
だ
、
損

を
し
た

ε
い

っ
て
逃

れ

る
こ

、

ε
ご
も
な
り
得

る
い
然

る

に
別

に
総
牧
盆

ど
か
財
産

儂
絡

ご
か
、
更

に
は
交
通
L⊥
の
事
貴
、
消

費
火
は
支
出
上

の
現

象

ε
か
を
捕

え
る
税

が
あ
れ
ば

、
所
得

税
で
は
漏

れ
て

も
其
他

の
何
れ

か
の
税

で
.捕

へ
ら

れ

る
こ
ざ
が
出
家

る
。

此
等

の
も

の
の
何

れ
よ
り
も
漏

れ
る
ε

い
ふ

こ
ざ
は

絵
程

の
例
外

事
で
あ

る
。

で
今

日
の
人
民
の
道
義
状
態

の
下

に
は

一
國
租
視
制
度

が
色

々
の
視

の
補
完
作
用

を
利

用
す

る

こ
ε
は
避

く

べ
か
ら
ざ

る
所

で
あ
る
。

(註
一
五
)
ヘ
ツ
ケ
ル
に
卑

一脆
は
租
税
義
務
者
【に
於
て
耳
心
義
務
観
及
正
直
の
全
く
非
常
な
ろ
度
な
前
提
す
べ
し
ミ
い
ひ
、
エ
ー
ベ
ル
ヒ
も
皐

一
「

船
所
得
税
ば
、
此
が
特
ド
租
税
義
務
者
の
自
己
申
告
に
基
く
べ
き
威
に
て
ば
、
假
定
て
う
な
得
ざ
る
如
き
正
直
の
度
な
前
提
す
ご
い
ひ
、
ウ
ン
プ

エ
ン
"
ソ
バ
に
皐
一
所
得
税
1工
具
が
出
来
る
ξ
す
れ
ば
、
人
間
性
な
失
ふ
が
如
音
度
の
道
義
精
淋
状
態
尋
要
ず
べ
し
ご
ぜ
ひ
、
コ
ツ
サ
も
實
際
に

於
て
正
直
、
愛
國
心
、
精
神
的
教
養
が
租
税
義
務
者
の
塊
の
間
に
は
、
彼
等
に
誠
實
ピ
犠
牲
心
ε
為
要
求
し
得
る
に
足
ろ
ほ
こ
に
に
+
分
に
普
及

論

叢

租
税
に
於
け
る
補
完
作
用
に
覘
き
て

第
十
三
巻

(第
五
號

一五
)

六
==

・

.



」

「

論

叢

租
税
に
於
け

る
補
完
作
用

に
就
き
て

第
十
三
巻

(第
五
號

一
六
)

六
.三
二

事

忌

ふ

9
0

.諾

　　雛

謙
雑鰯講
蠣
　
瀦
謙
購轡
繋

繕
.　
恥

かい
難
轟

酵
狸

椙雛

綾
織
躍

　
岬

が
租
鴛

脱
を
爲
す
・
婁

・
纂

・
相
當
・
有
・
居
…

が
右
・
捕
雛

・
豊

す
・
所
…

.

認

鱗

離
縁

難

翫
ザ藷
態

濤
騨

難

鋸鼻.黙

り
・
其
上
量

門
家
が
あ

っ
て
璽

し
・
も
居
・
か
ら
、
其
菱

之
を
助
け
・
婁

を
巧
妙
長

け
る
.・
喜

多

&

虹

鴛

・
・
.
勢

、
立
・
・
於
・
行
政
・
於
・
色
々
精
細
に
防
止
方
法
は
講
じ
て
も
、
之
を
扱
け
、
も
の
を
生

蝋

隠

す
・
・
一

・
.
合
鵠

脱
婁

・
ふ
詞
さ
・
暴

て
居
る
.
喪

に
於
て
は
碓
か
に
羅

で
あ
。
。
、
婆

聴

馨

礁馨
漫
鉾

紅
痛
財雛

隷

⇔.虹話

羅

転

濃

く
す

る
こ
喜

得
る
・
其
故
に
之
を
押

へ
る
爲
め
に
は
、
異
り
馨

物
件
異
り
た
る
馨

を
課
税
す

。
も
の
』
補

均

鋤

,



、

完
を
要
す
る
・
ξ

な
る
。
所
得
税
で
は
逃
げ
て
も
財
産
税
あ
れ
ば
取
ら

れ
る
も
の
は
多

々
あ
る
・
或

は
牧
益
税

に
よ
う
押

へ
ら

れ
得

る
も

の
も

あ

る
。

頭
隠

く
し

て
尻

か
く

さ
す

ε

い
ふ
こ

ご
は
世

の
中

に
珍
ら

し
く
な

じ
。

ラ色
相
椀
技
術
の
未
熟

ご
い
ふ
こ
ど
一

も
が
補
完
必
要
の

一
因
で
あ
る
。
此
技
術
も
替
時
よ
り
見
れ
ば
相

當
に
進
ん
で
は
居

る
。
所
得
税
な
ご
に
し
て
見
て
も
、
前

よ
り
見
れ
ば
飴
程
技
術
が
進

房
で
来

て
、
従
来
逃
が
し

た
も
の
が
飴
程
畏
く
捕
ふ
る
こ
ご
に
は
な
っ
て
居

る
。
例
之
各
人
が
各
地

に
て
得
る
所
の
微
細
な
所
得
で
も
、
凡

べ
て
カ
ー
ド
に
取

っ
て
其

の
人
の
佳
所
地

に
配
當
し
て
此

に
て
綜
合
せ
し
め
、
更
ら
に
其

カ
ー
ド
は
後
日
の
参
考

の
矯
め
に
保
存
せ
ら
る
Σ
こ
ご
に
も
な

っ
て
居
る
。
或
は
商
人
の
所
得

に
し
て
も
、
英
資
上
高
は
生
産
消
費
取
引

幣

入
寺
の
調
査
よ
り
推
算
し
、
利
華

は
模
型
的
の
事
例
よ
り
類
推
す
る
の
方
法
も
行
詫

て
居

る
・
其
他
色

々
の
準
備

は
あ

る
が
、
併

し
碑
な
ら

諏
當
局
者
」の
到
底

完
全

に
所
得
を

調

べ
上
げ

る

こ
で」
は
曲
乗

臓
。

矢
張

り
多

少
逋

脱

の
飴

地
が
め

る
。

又
之

が
追

求
鯨
り

に
敏

に
過
ぐ
れ
ば
過
酷

の
誹

を
も
受

く
る

こ
ε
に
な

る
。
其

は
兎

に

角

ε
し
て
技
術

の
不
完
全

の
爲

め
に
も
多

少

の
不
.公
雫

を
見
れ
な

い
の
に
、
此

が
数
多

の
税
に

つ
い
て
渠

れ
ば
・

幾
ら

か
卒

準

さ
れ

る
こ
嘘
も
出
乗

る
け
れ
.・・
も

、

麗

な
れ
ば
其

が

芳

に
集
中

し
偏

重
す

る
を
免
れ
な

い

垂

七
)。
此
見
地

よ
り

し
て
も

藪
税
の
間

の
補
完

が
望

ま

し

い
(駐

天

)。

垂

一
士
)

セ
身

・
任

弓

、
窺

の
他
の
羅

上
の
蕪

は
、
傘

篭

・
賦
課
よ
星

芸

所
の
不
蒙

舞

く
べ
か
争

操

く
す
ろ

、芝

で
あ
る
。
公
準
な
る
賦
課
の
薦
め
に
規
定
す
ろ
所
の
法
律
海
貴
行
す
る
こ
ε
が
如
何
に
困
難
な
ろ
か
ば
人
の
知
る
所
で
め
名

・

「団

論

叢

租
税
に
於
け

ろ
補

完
作
用
に
就
音
て

、

r
第
十
三
巻

(
第
五
號

一
七
)

六
三
三

21)Se】igman・Ersaygln【a×atbn.se〔t.P .76.



論

叢

租
税
に
於
け
る
補
完
作
用
に
就
き
て

錆
土
.奮
.
露

玉
號

天

)

六
=
西

(註

天

)

ヲ
グ
ナ
ー
昊

の
三
方
面

(牧
得
・
財
韓

董

へ
璽

租
籠

糸
・
成
程

恣
意
、
偶
然
、
蓑

圭
菱

紐

梅
行
馨

藷

上

の
不
完
舎

基
芋

・
む
し
ろ
窪

箭

的
の
傑
作
に
基
く
・・
い
ポ

、
私
量

税
技
術
上
の
不
完
全
も
が
夫
の
繋

の
成
難

避
く
べ
か
皇

。

ら

し
め

た

一
因

芝
考

ふ
ろ
.。

　

ラ

粉
暫

諸
税
補
完
作
用
の
利
用
が
避

一

べ
か
ら
ざ
る
も
の
ご
し
て
、
楮

て
併
し
い
果
し
て
諦
視
結
合

の
結

く

果
こ
し
て
、
夫

の
補
完
が
甘

く
行
は
れ
て
給
付
能
み

に
適
慮
す

る
こ
`
が
理
想
通
り
に
完
全
に
行
は
る
＼
か
伺
う

か
・
即
ち
恰

か
も

一
税
に
て
漏

れ
た
る
も
の
が
他

の
聾

て
捕

へ
ら
れ
、
前
者

に
て
捕

へ
ら

練

る
も
の
が
後
者

に
て
逃
が
さ
る
≧

ε
を
得
、
平
均
的

に
公
牢
な
質
権
分
配
が
行
は
る
・
か
蕊

ふ
一ぎ

は
決
↓
て
明
確
に
は
い

ひ
得
な

い
(註

一九
)。
文
数
視

が
存
す

る
ざ
し

て
其

後
財

政
需
要

の
増
減

に
悪

じ
て
之
を
増

減
す

る
・し
し
て
も
、

一

時

に
比

べ
て

の
税

を
璽
更
す

る

こ
ε
は
煩

に
堪

へ
な

い
か
ら
、
自

ら
其

中

に
就

い
て
一
.三

の
も

の
を
澱

む

の
外

な

か
ら
う
が
、
若
も
従
来
公
李
な
分
配
が
行
は
れ
を

假
延
す
る
ε
き
は
此
二
三
の
税
の
増
減
の
爲
め
に
折
角
の
公

季

が
破
ら

る

、
こ
ε

Σ
な

る
恐

が
あ

る
〔註
二
9

。
其

故

に
夫

の
補
完

が
完

全
な
も

の

ε
は
.必
ず

し
も

い

へ
な

い
。

の
併
し
他
か
ポ

見
合

・
溌

、
甚

異

っ
た
方
面
を
押
へ
る
穐
の
組
合
芝

よ
b
、

あ

比
較
的
完
全
な
税

くに
て
も
漏

れ

る
も

の
を
捕

へ
、
其

の
不
公
雫

己
な

る

べ
き
黙
を
矯

正
し
て
、

一
暦

の
公
}牛
を
齎

ら
す

可

能

も

あ

る
。
且

つ

一
税

の
み
な
れ
ば
生
す

べ
き
其
視

の
歓
黙

を
偏

重
せ
し

め
ざ

る
を
得

る
の
利
が

め
る
〔註
二
一
。

此

に
非

常

に
重
要

さ
が
あ
り

、
之
を
無
視

し
て

は
到

底
公
牛

な

る
課
税

が
出
来

な

い
(註
一
三
)。
夫

の
補
完

の
結

果

塀
精
密

な

る
公
季

鷲
は

い

へ
搬
に
せ
よ
、
重
要

な
黙

に
於

て

一
税

の
.不
公
卒
を
匡

正
す

る

こ
蓬
は
孚

は
れ
な

い
。

22)Wagne1',a.a.O.S.5【6・



9

(註

一
九
)

プ
ァ
イ

フ
ア
ー
ば
厳
貌
に
よ
り
.負
澹

の
偏
重
の
匡
正
さ
ろ
㌧
・
、
ご
11
勿
論
可
能
で
め
ろ
。
併
し
反
射
に
同

「
人
が
数

種
の
醗
に
ニ
リ
嚴

し
く
税
ゼ
ら
ろ
」
、
、
ε
の
場
合
が
想
像

さ
ろ
べ
く
、
然

る
こ
き
に
彼

の
地
位
が
数
.税
あ
ろ
こ
建
の
爲
め
に
唯
む
し
ろ
.不
瓦
ミ
ぜ
ら
ろ
」
ご
ざ
㌧
な

ろ
で
あ
ら
・三
・
い
ひ
、
フ
ナ
ッ
ケ
ば
租
獲

彼
に
よ
れ
ば
所
得
税

ミ
牧
益
税
)
匡
其
本
質
に
依
れ
ば

〔交
通
税
消
費
税
の
)
補
完
尋
要
し
な

い
。
何
ε

な
れ
ば
此
が
各
人
奄
其
全
給
付
能
力

に
よ
日
課

ず
.る
か
ら
。
、併
し
不
完
全
な
み
實
際

に
つ
き
租
税
に
射
し

、
鈍
が
捕
捉
す
べ
か
ら
ざ
る
こ
ピ
の
爲

め
に
迸

る
＼
所
の
大
所
得
な
十
分
.ド
謀
ぜ
す
、
叉
均
し
く
此
が
腿
迫
的

ε
な

ろ
所
の
蛮
民
の
小
所
得
な
も
十
分
に
課
ぜ
す
乏

い
ふ
非
難
が
あ
る
。

帥
ち
第

一
駄

に
て
に
、
其
攻
溢
の
捕
捉
で
べ
か
ら
ざ
う
も
の
ー-
大
商

工
業
で
あ

ろ
。
併
し
恰
か
も
此
に
て
ば

昂、
ん
な

に
捕

捉
難

で
な

い
。
何
ミ
な

れ
ば
斯

か
ろ
螢
業

に
て
は
簿

記
が
租
税
義
務
者
及
官
癒
に
牧
釜
の
大

さ
に
っ
音

て
の
最
精
密
な
ろ
指
示
左
翼

へ
る
か
ら
。
叉
然

ら
ざ
る
厩
舎
に
て

も
、
浩
盈
税
ば
曹

に
補
完
及
準
準
な
興

へ
な
い
の
み
な
ら
す

、
唯

不
平
等

心

一
暦
尉
大
ず

る
で
め
ら
う
。
何

ミ
な
れ
ば
此
が
恰
も
大
な

ろ
最
大
な

ろ
給
付
能
力
々
決

ぜ
し
む
ろ
所

の
物
件
に
達
し
な

い
で
、
最
.
般
的
利
用
の
享
楽
及
消
費
品
々
税
し
、
随
ふ
て
貧

民
な
膣
近
し
富
者
な
宥
恕
す
る

か
ら
。

叉
交
通
税
杜
人
の
上
に
顧
慮

敵
し
に
、
偶

々
交

通
に
現
に
る
＼
物
臨
の
便
値

に
從

っ
て
測
定
ず

ろ
。
・κ、し
《
批
償
位
が
宵
際
關
係
者

の
財
産
で
あ
み
か
叉
ば
其
ご
な

う
か
又
ば
然
う
で
だ
、
い
か
を
匪
別
し
な

い
。
而
し
て
此
際
通
例
11
、
嬲
者
即
ち
給
付
能
ヵ
少
き

し
の
＼
頁
櫓

に
附

す
る
。
恰
も
此
と
11
反
封
心
行

ば
ん
ε
す

ろ
租
税
が
如
何
に
交
通
税

・ト
て
其
補

完
か
不
可
能
に
見
出
す
か
に

、
之
に
よ
り

て
十
分
明

か
也

ミ
考
ふ

ろ
な
得

わ
。
一

大
な
る
信
用
業
商
業
等

の
醤
業
牧
谷
が
確
知
の
困
難

の
爲
め
の
故

に
其

の
各
箇

の
取
引
に
変
.通
税

を
課
し
な
け
れ
ば
な
ら

澱
こ

い
ふ
が
・
此
困
難
に
實
際
に
存
す

う
け
れ
。s
も
・
之
に
怨
す

ろ
の
、手
段
に
誤
で
あ
る
、
何

ざ
な
れ
ぼ

一
方

に
ぱ
此
螢
業
者
は
容
易

に
此
交
通
税
な

帷
嫁
す

る
・
∈

が
出
来
、
他
方

ド
は
此
韓
嫁
が
達

す
る

や
否

や
為
閻
ば
ず
此
税
を
収
益
叉
に
給
付
能
力

に
或
割
合

に
暦
≦

、c
は
全
く
不
可
能
で

鋤

あ
る
か
ら
ミ
い
ふ
D

(註

二
〇

)
7,
ア
、イ
フ
ア
一
国
曰
く
、
.今
国
家
需
要
が
増
加
し
た
ミ
し
て
、
政
栂
が
其
掛
合
凡
、へ
て
種

々
な

ろ
税

為
同
時

に
且

つ
同

一
割
合

に
て
高
め

ろ
こ
ぐL
11
可
能
で
な

い
o
此
故

に
垣
例
に
唯

一
叉

ば
全
く
少
数
の
穐
の
み
が
此
迄
よ
り
も

】
暦
高

い
率
に
て
課
ぜ
ら
れ
ろ
こ
芝
㌧
な
る
。
併
し
此

に
よ
叫
て
凡
ぺ
て

の
国
民
が
平
等
に
税
ぜ
ら
れ
な

い
。
從
來
行
に
れ
た
る
椀
の
含
計
に
よ
り
て
貢
憺

の
平
等
が
作
ら
れ
た
る
ε
吾
11
、
各

笛
の
税

の

「
方
的

の
引
上

に
エ
り
て
此
が
破
ら

る
、
。
政
府

の
節
約

の
結
果
ミ
し
て
租
税
軽
易
が
可
能
な

ろ
ε
き
も

「
檬
で
あ

ろ
。
全
種
の
雫
等

の
軽
減

論
.
叢

租
税

に
於
け
る
補
完
作
用
に
就
去
て

'
第
十
三
巻

(第
五
號

一
九
)

六
三
五

23).Pfeiffer,Staaしseinnah111en.II.S.66.▽ocke,a.a,0.S.3557357・

.



論

叢

租
税
に
於
け

ろ
補
完
作
用

に
就
き
て

.
第
十
三
巻

(
第
五
號

二
〇
)

六
三
六

卸

ご

い
ふ
が
如

音
こ

ご
11

、

人
が

之
存
努

め

て

も
決

し

て
達

ぜ

ら
れ

な

い
所

で
あ

ら

う

ε
。

ラ

(註

二

[
〉前

出

註
六

-

に
掲

げ
た

る
諸

説

.
特

に

ポ
ー

リ

ュ
ー

、

エ
ー

ベ

ル

ビ
参

照

、

く

(註

二
二
)
フ

グ
ナ
ー
に

、

人
が

租

税
艦
系

な

作

ろ

に

つ
音

、
夫

の
三
大

椀

〔攻
得

、
財

産

、
使

用
穐

)
旭
通

當

に
配
合

し
な

か

っ
た

な
㌧

ば

、
必

然

、

働

猷
照
及
過
酷
な
生
じ
・
此
が
国
民
経
済
的
及
道
義
的
原
則
に
反
す
う
こ
ぐこ

な
ろ
、ご
い
ふ
て
居

る
。

ラB
利
益
原
則
加
味
の
必
要
に
慮
す
る
に
於
て
一

は
明
か
に
軍

一
税
制
に
依
る
を
得
ざ
る
こ
ご
Σ
な
る
。
夫
の

(
地
方

税

に
て
は
純
能
力

原
則

に
よ
る
税

の
外

に
、
利
益

原

則
を
加
味

し
て
能

力
原

則

に
依

る
或

税
を
設

一
る

の
理

由
を

も

つ
が
、
然

る
ε
き
は
必
然

、
輩

一
枇

の
能

く
之

に
慮
す

る
能

は
ざ

る
所

で
あ

っ
て
、

一
方

に
は
所
得

財
産

の
如

き
人
的
能
力

を
見

る
も
の
あ

る
の
外

、
他
方

に
は
特

定
牧
益
税

の
如

き
も

の
を

も
要
す

る

こ
ε

、
な
る
。
即

ち
或
.税

の
達

し
能

は
ざ
協

も

の
を
他

種

の
挽

に
よ
り

て
補
完
す

る
必
要
を
見

る
こ
ご

、
な

る
(註
二
三
)。

(註
=
=
じ
コ
ー
y
に
曰
く
、
租
税
給
付
に
輩

】
税
に
て
ば
充
た
さ
し
め
ざ
る
公
正
の
種
々
な
ろ
根
櫨
に
基
く
。
例
之
、
土
地
所
有
者
が
彼
の
土
地
に

地
方
團
磁
叉
ば
國
家
の
出
監
が
締
す
る
所
の
利
釜
な
曳
く
ろ
ミ
き
に
、
此
地
主
11
學
校
維
持
及
救
貧
の
鴛
め
に
其
人
的
能
力
の
標
準
仁
よ
叫
柳
ふ

盟

●

べ
き
獅
脚
に
て
は
済
む
ま

い
ご

ラニ

財

政

的

原

則

に

適

癒

す

る

上

に

て
.

、

(

)A
十
分
原
則
の
上
に
て
1

斯
く
の
如
一
歎
視
の
組
合

せ
ざ
い
ふ
こ
ご
は
、
給
付
能
力
の
見
地
よ
り
租
税
相
互

(
の
補

完

ε

い
ふ
こ

ε
に
な

る
が
、
街
牧

人

の
上

よ
ヴ
見

て
も

一
税

に
て
は
到

底
十

分
の
牧
人
を

得
る
能

は
ざ

る
所

を
充

た
し

、
之
を

補
完
す

る
の
作
用

を
寫
す

こ
ε
に
な

る
(温
二
四
)。

特

に
渦
去

の
如

き
財
政
需

要

の
小
な

り
し
時

代
は

一
税

に
て
も
行

け
や
う
が
、
現
代

の
衣
明
國

の
如

く
其

大
な
庭

で
は
、
到
底

一
視

に
て
能

く
充

π
す

べ
き
で

24)

25♪

26)
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、

●

な

い
。

敷
視
を
持

來

る
こ
ε
避

く

べ
か
ら
す

で
あ

る
(註
二
垂

。

(註
=
四
=

・
ケ
・
量

感

に
つ
ミ

淺

は
突

の
上
に
も

一
般
所
得
撃

敢
鍾

補
完
す
ろ
海
曹

い
ふ
毒

㌔

(註

二
五
)

瀞
ー

リ

ユ
ー
ば
佛
國

の
貴
際
の
租
税
需
要
な
筆
硯

に
て
充
た
す
・
;
㌧
ば
不
能
這
に
い
に
迎
が
、
容
易
で
は
な

い
で
あ
ら
う
Q
I
I
大

な

公
憤
ε
大
な
軍
事
費

ぞ・
か
も

つ
國
で
に
単

一
醗

の
制
定

に
反
封
ず
る
理
由
に
容
易

に
見
出
す

ご
ミ
が
出
來
叉
全
く
確
か
で
あ
る
ぐL
い
ひ
・

ヘ
ッ
ケ

ル
も
近
世
国
家
の
財
政
需
要
ば
頗

ろ
人
な

る
租
税
攻
人
々
期
し
な
く
て
に
な
ら

掩
の
に
、
…早
一
概
で
ば
租
税
餓
昭
が
頗

ろ
大
で
あ
ら
う
ε
い
ひ
、

ウ

y
プ
エ
ン
バ
ッ

ハ
も

租
税
要
求
が
小

ゴ

、
い
ふ
後
件
海
峡
け
ば
妖
く
ほ
こ
輩
税
實
行
の
見
込
が
41
い
・・
い
ひ
、

・
ツ
シ
ア
ー
11
強
達
し
た
圃
民

経
済
で
は
餓
り
に
簡
輩
な

る
租
税
継
糸
は
唯
少
攻
人
々
生
す

る
に
止
ま
る
こ
い
ひ
、

・
ソ
サ
に
公
費

の
最
大
の
減
少
が
達

ゼ
ら
う
ろ
こ
こ
な
假
寇

す
れ
ば
、
翠
税
ば
租
税
艦
系
の
理
想
に
相
賞
す
る
で
あ
ら
う
が
、
-

国

々
の
大
部
分
で
に
軍
備

の
必
要

ご
公
債
費

の
互
額
ざ
が
支

出
の
著

し
春

減

少
詳

さ
な

い
蕊

ひ
、
・
イ
拳

・
グ
茎

租
税
霧

爵

産

に
現
は
葵

・
各
箇

終

付
能
力
に
よ
り
齎
ら
す
こ

`
が
・
租
税
婁

の
高

さ
の
爲
め
に
既

に
駄
署

す
う
な
ら
ば
、
里

の
目
的
失

的
給
付
能
力

の
最
完
全
な
ろ
表
示
ミ
し
て
行
に

う
ろ
所

の
所
得

に
墓
ミ

或

続

に

て
藝

,
る
、、
・、
は
全
く

不
可
能
で
あ
ろ
。
一

概

に
租
税
需
要

の
高
さ
が
凡
べ
て
の
國
な
し
て
直
接
及
間
接
税
の
二
の
塊

海
相
並
ん
で
採
用
ぜ
ざ

る
な
特

配。
ら
し
む

る
ぜ㌧
い
ひ
、
ロ
ツ
ツ
は
翠

「
憂
帳
税
に
封
ず

ろ
財
政
技
術
上

の
主
た
る
非
難
に
小
所
得
な
課
す
ろ
技
術

に
關

す
み
。
大
な

ろ
需

要

な
も

つ
公
共
團
盟
、
特

に
公

協
賛

及
大
軍
事
費
な
有
す
ろ
大
國
ば
.
小
所
得

の
大
敷
な
課

税
上
利
用
す
ろ
こ
ピ
な
断
念
す
る
荏
得

な
い
の
に
一

の

1
小
所
得
の
塊
な
多
攻
的

F
取

る
技
術
に
璽
帳
暁
で
に
な
く
て
徒
輩
税
特

に
大
量
、消
費
晩
で
め
ろ
ε

い
ふ
㎝

ラB
可
動
原
則
の
上
に
て
1

更
ら

に
敷
多
の
挽
が
禮
系
を
成
し
居
る
方

が
大
艘
輩

一
視

の
ε
き
よ
b
も
よ
り
多

(

う

く
可

動
原
則

に
適

ふ
。

西
勿
論

軍

　
税

に
て
も
其

が
可

動
頒

則
を
比
較
的

良
く
充

た
す

場

合
に
は
其

で
も

可
で
あ

b

、
そ
し

て
反
封

に
数
多
視

め
れ
ば
中

に
は
可

動
原

則

に
不
適

當
な

も
の

の
存
す

る
を
免

れ
な

い
で
、
此

等

の
黙

に
於

て
藪
多

の
視

の
存
す

る
こ
ご
が
可
動
原

則
上
不
利

で
あ

る
が
、
句
併

し
数
多

く
の
税

の
中

に
は
可
動

原

則
に

〔

論

叢

租
税
に
於
け
る
補
完
作
用
に
就
黛
て

第
†
三
巻

〔第
五
號

二
一
)

六
三
七

27)Heckel,a .a.0.S.209.

28)Beaulieu,1.c .p.182.186.Hecke】,a.}.L.0.S.

S・[82.Roscher,a.a.0.S.3ワ .Cossa,a.a.

0・S・17・25,Lot,,a.a.0.S,256.

1斗6.Umpfehbach.a.a.0.

0.S.【37.Fuisting,a.a.
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論

叢

租
税
に
於
け
ろ
補
完
作
用
に
就
き
て

第
十
三
巻

(第
五
號

二
二
)

六
三
八

適

ふ
も

の
が
幾

つ
も
存

し
得

て
、
例
む

、
数
多

の
視

が

あ
れ
ば
所

得
税

の
み
な
ら
す
財
産

視

の
如
く
相
當

に
可
動

な
る
も

の
が
め
り
得

て
、
其

筈
可
動
微
多

の
も

の
の
並

存
す

る
方

が
、
軍

一
の
可

動
的

な

る
も

の
の
存
す

る
よ
り

も

一
層

多

(
可
動

に
適

ふ
こ
ε
に
な
る
。

夫

の
所
得
税

の
如

く
最
貫

く
可
動

原
則

に
適

ふ
ご
認

め
ら

る
る
も

の
`
.

錐

も
、
時

ご
し
て
或
特

別
原

因

の
矯

め
其

遺
憾

な

る
こ

ε
が
め
b
得

る
。
此

場
合
他

に
も

可
動
な

る
も

の
が
あ
れ

ば
「
其
方

に
て
補
完

さ
る
る
こ
ε
ざ
な

る
。
此

あ

る
が
故

に
、
多

数

の
中

に
ぽ
多
少
不
満

足
な
も

の
が
あ

っ
て
も

全
艦

の
租
視
禮
系

ε
し

て
多
く

の
も
の

の
並
存

し
た
方

が
、
軍

…
の
如
何

な

る
可
動
的

の
も

の
の
存

し
た
よ
b
も

全
膿

上
有
利

で
あ

る
(註
二
六
)。

(註
二
六
)

㌻

ζ

ン
旨

く
、
取
入
掻

・
議

の
あ

星

じ
奮

減
少
得

歪

が
地
種
の
あ

窩

聖

経

剰
牧
杏

　

繁

さ

う
ろ
薦

め
に
・
或
戯

の
物
艦

に
よ
q
て
安
全
に
さ
れ
な
く
て
に
な
ら

均
。

如
何
潅
る
種
類

の
軍
税
も
が
租
税
艦
系

(其

に
て
は

一
の
も

の
が

の

他

の
も

の

に
反
射

し

て
働
ぐ

べ
昔

一
&

り

し

一
驕

畑

仲
力

小

な
み
も

の
で

め
ら

」フ
ぐL。

.

ラ

ヨ
経
済
的
原
則
に
適
慰
す
る
上

に
て
l

A

一
方
よ
り
見
れ
ば
箪

一
税
な
れ
ば
人
民

の
厄
介
が
少
く
、
其
れ
だ
け

く
　
　

に

に
て
は
経
済
界

の
受
く

る
打
撃

は
数
多

税
よ
か
も

一
層

少

一
て
済
む

が
如
く

で
め

る
(註
二
七
)。
特

に
多
敷

の
税

の

ノ

ラ

中
に
は
・
肇

を
厘
追
著

・
あ

大
な
る
挽
を
も
免
れ
ぬ
(莚

八
)
.
田
が
併
し
、
激

多
税
の
爲
め
の
厄
介
謄
迫

は
實
は
そ
ん
な
太
し
い
も
の
で
は
な

い
。
却

っ
て
里

税
の
爲
め
に
共
椀

ε
直
接
な
る
事
業
叉
は
経
済
に
與

ふ
る

歴

迅

の
過
重
ぜ

い
ふ
こ
ξ
が

一
層

重
大
事
で
あ

っ
て
、

其

が
粗
粉
牧

人

の
必
要

の
少

い
場
A
口
は

さ
う
大
し
た

こ
ξ

で
な

い
が
(講
.
九
)
、
今

日

の
多

く

の
国

々
の
如
く
亘
人

な

る
需
要

を
充
た
す
.こ
ご
に
な

れ
ば
、

そ
し
て
之
を
軍

一

29)SeliglllaD,1,c.P.76.

,

'

,



視

に

て

負

は

す

こ

ε

ε

な

れ

ば

實

に
堪

へ
ら

れ

ざ

る

重

い

墜

迫

を

受

く

る

こ

,し

ざ

な

る

(註

三
〇
)
。

之

を

数

多

の

税

に

分

散

す

れ

ば

初

め

て

人

々

が

樂

に

な

る

(
註
三

;

斯

一

て

今

日

の

重

き

負

推

を

数

多

の

税

に

分

散

す

る

こ

ε

が

脛

濟

上

荷

盆

ε

い

ふ

こ

ε

に

な

る

。

所

得

税

を

幾

ら

良

い
挽

こ

い

っ

て

も

、

今

日

の

需

要

を

凡

べ
て

之

に

負

は

し

め

北

な

ら

ば

、

随

分

ひ

、乏

い

打

撃

を

與

へ
る

こ

ご
に

な

ら

う

。

〔註

二
七
)
ボ
ー
リ

ユ
ー
に
軍
税
が
大
な
不
公
挙
な
し
に
全
財
源
な
充
た
し
得

う
な
ら
ば
-
此
が
形
式
の
澤
山
及
生
産
交
連

の
爲
め
の
厄

介
々
止
む

る

こ
ピ
ミ
な
、b
う
ε
い
ひ
、
バ

ス
テ
ー
ブ

ル
も
輩

税
な
れ
ば
社
倉
が
産
業
上
の
制
限
の
除
去

に
よ
り
利
す
る
こ
ざ
ε
な
阜

つ
ミ
い
ひ
、
エ
ー
ベ
ル
ビ
も

輩
税
ば
技
術

上
歯
租
税
義
務
者
な
し
て
厄

介
た
少
か
ら
し

め
且

つ
国
民
経
済

な
素

さ
な

い
こ
ピ
ご
煮
ら
・フ
乏
い
ひ
、
ラ
ゥ
も
租
税
の
多
数
な

ご
ミ
.

が
霧

者
に
盃

金

力
生

じ
を

い
ひ
・
ウ
・
プ
ラ

バ
ツ
直

麗

な
れ
結

晩
霽

護

蓋

に
"追

分
少
か
る
べ
し
二

㌔

(註
二
八
)
バ
ス
テ
ー
ブ
ル
は
此
に

つ
き
、
凡

べ
て

の
商
品

の
上
の
税
、
品
物
の
取
引

の
上
の
税
、
及
生
産

の
種

々
の
形
式
の
上
の
税
は

、
産
業
覗蟹
迷

鋤

の
爲

め
非
常

に
有
害
で
、
納
税
者

に
ミ
リ
御
側
且
つ
不
便
で
徴
攻
費
過
多
で
あ
ら
う

こ
い
ふ
。

(　証
二
九
)

ロ
ツ
シ
ァ
ー
に
絶
対
に
非
常
に
小
な
租
税
需
要
の
國

の
み
が
鮒
軍

な
ろ
租
税
の
弊
な
避
く

る
な
得
べ
し

ご
P
ひ
・

バ
ス
テ
ー
ブ
ル
ば
単

税
に
反
封
ず
る
説
の
申

に
、
輩

一
な
支
排

に
て
必
要
額
な
拳
ぐ

ろ
こ
ピ

に
よ
り
て
租
税
の
實
際
の
重
さ
及
不
補
足
な
刺
戟
で
み
こ
ミ
が
あ
る
が
、

公
費

が
大

に
減
少
さ
れ
た
、
、ピ
な
仮
定
す
れ
ば
、
例

之
国
民
所
得
の
八
、
】
○

、
一
五
%
の
代
り
に
三
、
四
%
か
要
求
す

る
こ
ご
な
假
足

す
れ
ば

、

産
業
の
救
済

及
徴
攻
の
容
易

が

一
の
所
得
税
海
以
て

、
其
牧
入
か
學
ぐ
ろ
唯

一
の
方
法
ミ
し
て
す
」
む
べ
告
も
の
ε
す
べ
し
ざ
い
ひ
、

ニ
ッ
チ
も

未
だ
嘗
て
存
在
ぜ
す
將
來
に
も
存
在
ゼ
ざ
る
べ
音
理
想
羅

ち
非
常
に
富

め
ろ
園

に
し
て
而
も
非
常

に
制
限
ゼ
ら
れ
た

る
公
費
為
も

つ
國
為
想
像

す
れ
ば
、
単

一
税
が
行
に
ろ
」
で
あ
ら
う
こ
い
ひ
、

射
ー

リ

ュ
ー
も
國
州
及
市
町
村
盛
が
非
常

に
輕
小
で
な
け
れ
ば
、
例
之
撹
牽
が
非
常

に
軽
く

ゆ

四
、
五
%
位

で
な
く
て
ば
、
単

一
所
得
税
ば
蛮
準
且

つ
貴
行
的
な

る
な
得
な

い
で
あ
5
う
。
百
分
の
七
「
入
ば
高
き
に
過
ぐ
ピ

い
ふ
勉

ラ

(　舐
三
〇

}

前
出
註
六
ー

ヲ
グ
ナ
ー
参
照
、

(

論

叢

租
税

に
於
げ

る
補
完
作
用
に
就
き
て

第
十
三
巻

(第
五
號

二
三
)

六

三
九

3〔〕)

31)
e2)

Ran,a.a.O.S.422.Ulnpfenbach,a.

Bastable,1.c.p.345・

. Ro5cher,a.a.0.S.317-8,Bastable,

IieLl,】 ・c・P.187.

Beaulieu,1・c・P・177・13astable,1,c,P.3斗3.Ehebel.9,a.a.O.S.181,
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論

叢

租
税
に
於
げ

ろ
補
完
作
用
に
就
き
て

第
十
三
巻

(第
五
號

二
四
)

六
四
〇

街
ほ

(
ソ
ケ
ル
に
軍

一
税
に
私
事
情
に
於
σ
ろ
非
常

に
厄
介
な
干
渉
な
し
に
及
鋭
き
大
な
監
督
な
し

に
に
實

行
ず
べ
か
k
ざ
ろ
も
の
で
あ
る
。

-

翠

「
税
に
非
常

に
匪
迫
的

ざ
な

ろ
で
あ
ら
う
。
何
ε
な
れ
ば
此
が
各
箇

の
目
標

に
於
て
頗

る
大
な
税
額
炬
佛

ふ
ご
ぜ」
、
な

る
か
ら
ε

い
ひ
、

バ
ス
テ
ー
ブ
ル
は
・
営
て
ア
ー
サ
ー
ヤ

ン
グ
が
租
税
に
於
け

る
簡
単
は
租
税
に
呉

へ
ら

る
㌧
か
得

る
最
大
な
附
加
的
の
重
さ
で
あ

ろ
ピ
い
ふ
た
が

此
よ
り

い
へ
ば
財
産
、
所
得

、
漕
盟
、
取
引
、
相
綾

の
頁
推
な
出
來
み
だ
け
公
牛
に
叉
出
來
み
だ
け
軽
く
な
ら
し
む
み
爲
め
、
凡
べ
て
が
穏

か
に

軽

ら
る
ぺ
音
で
あ

き

い
ひ
・

†

ペ
ル
b
は
単

一
所
得
税
は
此
が
各
箇
人
に

一
度

に
要
事

ろ
税
額

の
相
対
的
に
天
な
ろ
高
さ
の
薦
め
に
、

数
多

の
徴

牧
行

爲

に
分

配
ぜ

ら

ろ

㌧
.税

の
多
数

な

る

こ
ε

よ
り

も

}
暦

膣
迫

的

障
感

ぜ
ら

れ
な

く

て

ば
な
ら

の
。

租
税

支
佛

ε
結

付

音
た

る
不
快

の
感

に

一
度

に
要
求

ぜ

ら
れ

る
額

が
大

な

れ

ば
人

な

る
ほ

こ
益

々
増
加

す

る
こ

い
ひ

、

ボ

ル
グ

ト
も

亦
た
軍

一
所
得

税

は
全

租
税

犠

牲
な

種

々
な

籾

ろ
駆

追
嵩

に
分

散
す

ろ
こ

ミ
に

よ

71
て

一
層
苦

痛

少
く

す

る
・
、
ε
か
止

め

ろ
・
・ε

」
な

ろ
ぺ
L

こ

い
ふ
。

(註

=
=

)

前

註

三
〇

、

バ
ス

テ
ー

ブ

ル

、

エ
ー

ペ
ル

ヒ
、

瀞

ル
グ

ト
参

照
、
爾

ほ

ブ
イ

ス
チ

ン
グ
に

租
税

の
数

多

の
爲

め

に
各

人

に

ご
り

て
租

税

負
櫓

の
権

當

が

分
配

に
よ
り
容

易

ト
ぜ
ら

れ

ゐ
。

蕾

に
観

念

及

感

知

に
於
て

の

み
な
ら

す

、
特

に
或

種
の

税

に

つ
音
行

ば

る

」
生

産

瓦
経

笹
薮

ε

し
て

の
租

税

の
取
扱

に
蕊
り

て

も
撚
り

こ

い
ひ

ー

コ
ツ
サ

ば

人
に
多

数

税

&
り

震

る
隈

系

に
よ
り

て

・
頁
櫓

の
多
様

な

以

て
租
税

義

務
者

に

一
層

監

少
か
ら
し
め
や
3

い
ふ
禺

蓮

ご

ぜ
㌔

ラ四
行

政
原

則

に
適

臆
す

る
上

に
て

、

(
一A
最
少
費
原
則
の
上
に
て
一

敷
多
の
椀

に
よ
る
の
結
果
は
確
か
に
軍
視
よ
り
も
多
少
多
費

ε
な
る
傾
は
あ

る

(
(註
三
二
)。

が
併

し
其

は
大
し
た

こ
ε
で
は
な

い
。

ε

い
ふ

の
は
多

敷
税

の
中

に
は
比
較
的
多
肇

な
も

の
も

め
る

か

極

め
て
少
費

に
て
済

む
も

の
も
あ

っ
て
之
を
緩

め
、
並

に
敷
椀

の
間

に
互

に
賦
視

の
基
礎
材

料
を
利
用

し
合

ふ
こ

ε
の
曲

球

る
だ
娃

に
て
之

を
軽
く
す

る
ε

い
ふ
こ
ε

も
あ

る
。
加
之

此
原
則
其
も

の
が
上
記

の
正
義

、
財
政

、
経

済

等

の
諸

原
則

に
比
す

れ

ば
二
次

的
償

値
を
有

っ
に

過
ぎ
す

し
て
～
此

に
於

て
多
少

不
利

で
あ

っ
て
も
、
宜
ハ等

の

33)Heckel,a・a・O・S・46・

Horght,a,ε し・O・S・go-1・

34)Fuisting,a.a.O・S・17・

Bastable.1・c・P・345・F1・cberg.a・

Cossa,a.a.0.S.[35.

翔.0.S.五81-2.
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,

重

大

原

則

よ

り

見

て

撒

多

種

の

並

存

相

互

補

完

を

必

要

ε

す

る

以

上

は

、

此

方

の

不

利

は

宥

恕

す

る

に

足

る

。

(註
ミ
=
)

ウ

ン
プ

エ
ン
バ
ツ

ハ
は
眠
硯
な
れ
ば
財
務
行
政
の
薦
め
に
便
利
且

つ
廉
償
な
ろ
べ
し
ご
い
ひ
、
プ
ア
イ
7
ア
ー
は
輩

一
晩
に
税

の
多
数

な
る
、
芝

直
ゆ
も

一
層
少
費

に
て
賦
課
し
徴
収
し
且

つ
監
督
す

る
こ
ピ
＼
な

ろ
ご

い
ふ
。
其
他

パ
ス
テ
ー

7。
ル
、
ボ
ー

リ
ユ
r
・

エ
ー

べ
"
ヒ
・

ラ
ウ
等
同
様

の
き

」
な
説
く
。

ラB
便
宜
原
則
の
上
に
て
、
一

多
数
税
の
爲
め
に
人
民
に
於
て
面
倒
手
数
厄
介
多

し
ご
い
ふ
こ
巴
も
め
る
が
(註

(
三
三
)、

併

し
其
位

の
こ
ご
よ
り
も

、
多
数

視

の
爲

め
負
癖

の
偏

重

せ
ざ

る
庭

に
、
彼

等

の
便

宜

に
適

ふ
ε

い
ふ
こ

ε
が
あ

る
(註
三
四
)。

そ
し

て
何

れ
か
ε

い

へ
ば
此
後

者

の
方

が

一
層
切
實

で
あ
り
、
此
若
干

便
宜
上

の
故
障

の
爲

め
に
夫

の
補

完
作
用

の
利
用

を
打
棄

て
る
ご

ξ
Σ
な

る

べ
き
も

の
で
な

い
。

(註
「昌
三
)前
出
註
二
七
、
二
八
参
照

(註
ミ
四
)前
出
註
三
〇
、
三
一
参
照

結

論

以
上
要
之
、
租
税
を
軍
純

理
想
的

に
論
ず

れ
ば
軍

15
る

=
艮
視

に
て
租
税
需
要
を

凡

べ
て
充

た
す

こ
ε
も
考

へ

ら

る
y
が
、
少

し
く
今
日

の
實
際

に
就

い
て
適

切
な

る
も

の
を
求

む

ε
な
れ
ば
、
或

度
ま
で
租
税

の
複
雑

な

こ
ご

は
已
む
を
得

な

い
こ
ε
で
め

つ
て
、
諸
税

が
も

つ
所

の
特
徴
を
利

用

し
、
其

反
面

に
於

て
有

っ
所

の
弱
黙
を
相

互

に
補
完

し
、
帥
ち
彼

等
の
補
完
作
用
を
利
用
す

る
こ

ご
に
よ
b
て

、
此
間

臆
全
艦

ε
し
て
諸
原

則
を
相

當

に
充

た

し
、
租

税
理
想

に
近

づ
き
、
租

税
騰
系
を
成
形

せ
し

む
る
こ

ご
が
む
し

ろ
選

む

べ
き
で
あ

る
。

論

叢

租
税
に
於
け
る
補
完
作
用
に
就
き
て

第
+
三
巻

(第
五
號

二
五
)

六
四
一

35)Ump免nbach,a,a.0.5.1&z.Pfeiffer,a.a.O .S.64.Bastable,1.c.p.

343.Beaulieu,1.c.p.177.Eheberg,a.a.0.S.181.Rau.a.a,0.S422.
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